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で、庁内や関係機関との協議会を立ち上げ、防犯灯・街路灯の設置の検討を進めるとの考えを示した。　
つ
く
ば市によると、街
灯には歩道上の犯罪 防ぐ「防犯灯」 （危機管理課
していく意向とみられる。　
一
方、
同市道路課は協
議会設置の方針を認めた上で「協議会の会員選考に、市民の声を反映したい」としている。同市は今年２月 路上わいせつ事件が多発した筑波技術大学前（つくば市春日４丁目）の路上に街灯が整備された他の道への迂回を促す看板を設置するなど、問題の解決へ乗り出していた。　　　　　
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解決に前進
つくば市が協議会設置
　
征そや
矢英昭教授（体育系） 、菊池章
あきと
人研究員らの研究グループが考案した体操が、
東日本大震災以後深刻になっていた被災地児童の体力低下を抑える成果を上げている。体操は２分間の音楽に乗せ、 インターバルを挟みながら激しく動くもので、垂直跳びや立ち幅跳び、反復横跳び、
20㍍シャトルランなどの記録が大きく伸び
ている。同教授は今後、被災地だけでなく、校庭が狭いなど運動が困難な環境にある小学校にも取り入れていきたいとしている。
（森脇慎＝社会学類２年、
13面
に「ＨＥＬＬＯ！先端科学」 ） 　
つくば市内で街灯が未整備な場所が多数ある問題で、同市が解決策の検討のた
め筑波大学や県、警察、電力会社、各研究機関などの参加を求めた「協議会」を設立することが分かった。筑波大周辺では昨年から、深夜、暗い路上で女子大生を狙う路上わいせつ事件（暴行を含む性的嫌がらせ） 事件が急増。街灯設置の要望が高まっ いたが、設置には市や県、各機関の責任・権限などが複雑に入り組み、 問題となっていた。協議会設置で、 問題の抜本的な解決が期待される。（平嶋健人＝社会学類３年、
14面に「記者の声」 、
19面に関連記事）
　
市
原
健一・つくば市長
が、街灯問題に関する本紙の質問状に対し、回答書（１月
17日）で明かした。
　
回
答
書の中で同市長は、
「研究学園地区内で、防犯灯・街路灯の設置の要望が
数多く寄せられている」と認める一方で、①要望箇所の多くは県道や大学・研究機関沿いにある②このため県や各研究機関に設置を求めてきたが改善されていない……と指摘。この上
が管理）と、道路交通上の事故を防止する「街路灯」 （道路課が管理）がある。また▽電柱がなく電気を引けない地域がある▽県道や大学・研究機関の周辺は市の管轄外……などの理由から設置が進まない地域も多い。こ ため市長は「協議会」に市の各課のほか、 関係機関の参加を求め、総合的に街灯問題を解決
　
市原市長は、つくば市議
会３月６日の定例会で街灯に関する議員の質問に対し「県や関係機関と一緒になって、 （街灯）問題にどういう風 取り組むのか協議会で話 合いたい」と発言した。また筑波大学周辺で増加するわいせつ事件については「大学周辺で防犯上、非常に問題がある地域があれば、重点的にパトロールなどの改善を考えたい」と答えた。
　３月７日の合格発表。自分の番号を見つけた受験生は、「ま
だ実感が湧かない。報われたという気持ち」と笑みを浮かべ
た。「浪人していただけに本当にうれしい」「親の支えがあっ
てここまで来れた。社会の役に立つような人になりたい」。
喜びと期待を胸に、待ちに待った大学生活が始まる。合格お
めでとう。ようこそ、筑波大学へ。（５―９面に入学者名簿）
全国の大学で初
支援システム設置
筑波大学バリアフリー対策
「つくば市の街灯問題」
　つくば市で街灯がなく
防犯上危険な場所が多数
存在する問題。つくば市
では現在、約２万基の街
灯が設置されているが、
県道沿いや研究機関沿い
では暗い場所が多く、昨
年は大学周辺で夜、暗い
道で路上わいせつ事件が
一昨年の２倍に増加。つ
くば中央署では一連の事
件が重大犯罪に結びつく
可能性が高いとして学生
に注意を喚起していた。
本部棟前に設置されたセンサー
　
同グループが考案した体
操を行うのは、岩手県沿岸部地域など東日本大震災で被災した小学校８校。この
地域の小学校では、校庭に仮設住宅が建設されていたり、通学がスクールバスになった影響で、運動をする
機会が減少したため、体力の低下が著しい。征矢教授のこれまでの研究で、体力低下問題の解決には軽い運
動か、インターバルを挟みながらの激しい運動が有効なことが分かって たが、被災地の小学校の場合、校庭に仮設住宅 あるため、
　
筑波大学が全国の大学に
先駆けてバリアフリーのための機器設置を積極的に推進している。２月以降、本部棟前に、横断歩道 渡る人をセンサーが感知、電光掲示板で自動車に注意を促す支援システムを設けたほ
か、学内８カ所に障害者を念頭に置いた大型スクリーンも設けており、その取り組みが全国的に注目されている。　
筑波大の障害学生支援室
は毎年、学内の障害学生（平成
25年度約
70人）や各
エリア支援室などにバリアフリーに関するアンケートを実施している。 その中で、障害学生の多くが本部棟前のバス停を利用しており、付近での交通安全対策を強く求めていることが分かった。　
これを受け、同支援室は
まず２月中旬に本部棟前に同システムを設置。交差点の四隅の柱にあるセンサーが横断者を感知すると、柱の上の電光掲示板 「歩行
者あり」などのメッセージが表示される仕組みだ。また、この電光掲示板には災害時に災害の発生情報や避難誘導のメッセージなども表示されるという。学 生活課によると、障 学生へのこのような支援システムを大学が設置したのは初めてで、全国 大学が視察に訪れているという。　
一方、スクリーンは２月
下旬、中央図書館前やスチューデントプラザ前などに設置された。車椅子 人
向けに高さが低く、障害学生支援などの情報を発信する。また画面は見やすい色で表示され、 音声も流れる。障害学生用の情報のほか、図書館の新刊案内 災害時の避難経路なども流す予定だ。　
今
後
の増設計画につい
て、同課は「今後１年間の運用状況に基づく意見や要望から判断したい」としている。
（鈴木拓也＝人文学
類３年）
　
先
日、
初めて
「地
ちきゅうしょう
球照」を見た。
地球が太陽光を月に照り返し、月の欠けて暗い部分をうっすら らし出
す現象。３月上旬の寒空の下、足早く帰宅する途中だったが、その神秘的な光景に、時が立つのも忘れて見入った▼中学生のころまで「将来の夢」は変わり続け 。天文学や 物学に惹かれる一方、言葉や芸術など人間の営みに対する関心も尽きない。何にでも興味のベクトルが向き、自分が何をしたいのか分からない中、たった つの分野しか選べない「進路選択」は悩ましかっ ▼大学の比較文化学類に入学後、東京の国立科学博物館で教育ボランティアを始めた。展示解説だけでなく、来館者と直接語り合い、一人ひとり 科学への興味を引き出す。博物館と人をつなぐ役割にやりがいを感じる中、 「文系」の学生が「理系」の施設で働く姿に、驚かれることも▼現在の専攻は文学で童話を学んでいる。その一方 「地球照」に限りない興味 覚える自分もいる。分野を隔てず興味のあることを素直に追い求め、科学博物館で働いたことで、大きな結果を得た。学びたとは自分次第。 を失わず何に も挑戦することで、新たな価値に出会える▼自分のやりた ことはどこにあるのか。顔を上げて見渡せば、今まで気づかなかった世界が、照らし出されていかもしれない。
「新体操」
被災地児童に
狭い所でもでき、他の授業の妨げにならないよう短時間でできるものを考える必要があった。　
そこで同グループが考案
したのが、 「ジャンプ体操」など２分間の音楽に合わせて、激 い動きとゆっくりとした動きを交互に繰り返す４種類の体操。 「ジャンプ体操」では最初は小さなジャンプから始まって、高いジャンプと楽な動作を交互に行い、最後はかなり息が上がるほどの運動量になる。体操は短時間かつ狭くてもできると う条件を満たしており、また動作が単純で先生が児童に教えやすいものになってい 。　
12年の９月の導入から各
小学校では１カ月ほどで効果が表れ、垂直跳びや立ち
征矢英昭教授らの研究
運動不足などに効果
幅跳び、反復横跳び、
20㍍
シャトルランなどの記録が大きく伸びた。中には一か月で垂直跳びが９㌢㍍伸び、猫背が治った児童もいる。また朝の始業前に 掛け声を出しながら椅子から立ったり座っ りを繰り返す「朝のスクワット体操」を導入したことにより、授業前に目が覚め、授業への集中度が高まるなど学習面への好影響も見られ 。　
征矢教授は「運動は人の
気分を良くする効果 ある。被災し、苦しんでいる人の心身を明るくしていきたい」と語った。
街灯問題
征矢教授らが考案した体操をする児童
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世界トップクラスの性能に期待
新設された加速器と笹准教授
「スポーツペディア」公開
腸内細菌がぜんそくを悪化させる仕組み
腸内のカビが原因
　
筑波大学の教員のうち、
研究が特に優れた教員を表彰する「２０１３
　
ＢＥＳ
Ｔ
　
ＦＡＣＵＬＴＹ
　
ＭＥ
ＭＢＥＲ
　
表彰式」が２月
12日、大学会館ホールで行
われた。会場には、教員や学生ら約１００人が訪れ、受賞者の功績を称えた。　
平成
25年度の「ＢＥＳＴ
　
ＦＡＣＵＬＴＹ
　
ＭＥＭ
ＢＥＲ」に選ばれたのは、各系からの
19人で、そのう
ち
16人が式に出席した。式
の前半では、永田恭介 長から受賞者一人一人に記念の盾とメダルが贈られた。後半では、 が各自活動内容について、スライドを用いて一人５分程度の講演を行った。　
式中で、永田学長は受賞
者に対し「今回の表彰を機に、日々の研究 に一層まい進してもらいたい」とあいさつした。
渋谷教授らが突き止める
筑波大学体育系教員らが執筆
スポーツ科学の情報を発信
　
腸内細菌のバランスの乱
れがぜんそくを悪化させるメカニズムを渋谷彰教授（医学医療系） らの研究チームが世界で初めて解明した。これま 、腸内細菌がぜんそくのような腸管以外のアレルギー疾患の発症に影響を与えていることは知られていたが、そ メカニズムは解明されていなかった。今回の研究をきっかけに、新たなアレルギー疾患治療法の実用化が期待され
る。　
人間の小腸や大腸などの
腸管内には常に１００兆もの細菌が存在しており、それらは善玉菌と悪玉菌に大別される。悪玉菌が腸管内で増殖すると、腸 細菌のバランスが乱れていることになる。　
渋谷教授らは人為的にぜ
んそくを誘発させたマウスの腸管内を観察 その結果、ぜんそくを起こしたマウスの腸管内では、カビの一種
　
筑波大学体育系では、２
月１日からスポーツ事典ウェブサイト「スポーツペディア」の公開を始めた。筑波大の体育系教員らが執筆する用語事典で、論文にも引用できる。まずはオリンピックやサッカーＷ杯などのイベントに合わせて、各大会の歴史紹介や選手情報を中心に公開し、徐々に内容を充実する方針だ。　
同サイトは、最先端のス
　
物質の精密分析などに用いられる「イオン加速器」の一つ「６ＭＶタンデム加
速器」が３月６日、 筑波大学研究基盤総合センター応用加速器部門に搬入された。同加速器は高い電圧を保持できる静電加速器で、国内で大型機が新設されるのは約
20年ぶり。新装置の加速性能は世界トップクラスで、今後の研究成果が期待さ
れる。 センターにこれまであった加速器は２０１１年の東日本大震災で大きく損傷し、利用を停止していた。
（井口彩＝社会学類２年）
　「
タ
ンデム加速器」は、
物質内部の状態などを調べるための装置。数万～数百万ボルトの電圧を加えてイオンを加速し、照射された物質から放射されるＸ線や粒子エネルギーの変化などを測定する。物理学や工学での実験のほ 、文化財の年代測定に用いられ など、用途は幅広い。　
今
回
搬入された加速器
は、直径２ ・７㍍、長さ９㍍の円柱型で、重さは約
20
㌧。以前筑波大で使用していた装置よりも高い感度物質を分析できるほか ㌨㍍単位の大きさで物体を加工することができる。　
加
速
器には、宇宙で使
用する機械の検査がで
　
第
30回つくば芸術祭「円陣全開！！」が５月３─４
日につくばセンター地区で開催される。　
軽音楽や和太鼓などの演奏、ジャグリングなどの披
露、写真や書道の展示など参加団体が日ごろの練習の成果を披露する「全身全霊企画」 、参加団体２つ以上が合同で演奏や展示を行い新たな芸術の形を披露する「コラボ企画」が行われる。また『謎解きはディナーのあとで』などのイラスト 手がける、人気イラストレーターの中村佑介さんを招いて講演会を行う。　
問い合わせ＝
t.art.fe
sta@
g
m
ail.co
m
第
40回宿舎祭イベント参加者募集 第
30回つくば芸術祭
　
第
40回宿舎祭（やどかり祭）が５月
30―
31日に開催
される。目玉の
40周年企画は、 「福男」 を模したレース。
平砂学生宿舎周辺のコースを全力で駆け抜け、１番最初にゴールした人が今年度最も勇敢 幸運な 「１番福」となる。 「１番福」になった人には賞品として特製法被と米
30㌔を贈呈。競技は
31日
17時
50分開始、対象は
新入生のみで、申し込みが必要。例年通り、御輿や模擬店などの参加者も募集 ている。　
問
い
合わせ＝
fu
k
u
o
to
k
o
.y
ad
o
4
0
@
g
m
ail.co
m
（
40周年企画）
　
第
40回筑波大学学園祭
　
雙峰祭が
11月１―３日に開
催される。学園祭実行委員会（学実委）では準備・当日運営を行うスタッフを新入生から募集している。４月
11日、
18日には新歓総会が行われる。学実委は雙峰
祭の総合的な計画・運営を担い、年間通じてさまざまな活動に取り組む。また、５月には企画やマスコットキャラクターの募集 開始する予定。　
詳細＝
h
ttp
://w
w
w
.so
h
o
sai.tsu
k
u
b
a.ac.jp
　
活動場所＝学園祭実行委員会室（１Ｃ２０４）
第
40回学園祭実行委員募集
る「宇宙用半導体イオン照射装置」も新たに装備される。人工衛星などの耐性試験では、宇宙を飛び交う高エネルギーの放射線「宇宙線」の影響を受けないかうかをテストする必要があるが、同装置を用いれば宇宙環境を再現することが可能とな 。　
また、同センターでは一
般企業や研究者向けに加速器の研究利用支援を行っており、
30件以上の産学研究
実績がある。新しい加速器は今年
10月から利用が開始
される見通しだ。　
同センターの笹公和准教
授（数物系）は「加速器は身の回りのあらゆる物質性質を調べることができる、将来性のある装置。世界でもトップレベルの装置を生かして、今後は創薬など新しい分野の研究も進んでほしい」と話した。　
筑波大は開学当初から約
１２０㌧の大型タンデム加速器を保有して たが、震災で全壊し、使用す こができなくなっていた。
　
筑
波
大学の桑原純平講
師（数物系）と神原貴樹教授（同）は物質・材料研究機構の研究グループ 協力し、有機薄膜太陽電池の新しい製造法を開発した。現在普及 ている太陽電池は、重たく厚 シリコンが使われているが太陽電池はプラスチックからできており、曲げられほど薄く柔らかく 軽 。今回の成果により 低コトで性能の良い有機薄膜太
陽電池を量産できると期待されている。　
太陽電池には電気を流す
ための半導体が必要だ。これまでプラスチック半導体を作る にはスズやホウ素などの金属分子が不可欠で、製造の際に出た金属のごみを取り除く作業が必要だった。しかし新しい製造法では、 金属分子が不要で、ごみが発生しない。純度の高いプラスチック半導体を作り出せるため、エネルである「カンジダ」が通常の１００万倍ほども増殖していることを発見した。カンジダは「プロスタグランジンＥ２」という物質を生成しており、これが血管を通って肺に到達。ぜんそくを悪化させ いるこ が分かった。　
また、カンジダやプロス
タグランジンＥ２を抑え薬は一般的に使われ いるため、それらをぜんそくの治療薬として使える可能性がある。　
渋谷教授は「今後はこの
メカニズムによるぜんそく患者がどれくらいいるのかを調査していきたい」と
　
筑波大学は来年度以降、
国立大学では初となる大学教員による推薦入試の導入を検討している。　
高校の校長が推薦する形
式とは違い、大学の研究室を見学に訪れた高校生や、出前授業などで出会った優秀な生徒を大学教員が推薦。その後、書類審査や面談、論文試験などで合否を決める。
　
大学教員が見込んだ有望
な人材を獲得することが狙いだが、 筑波大入試課は 「公平性や透明性の確保が大きな課題。具体的な実施方法や開始年度は決まっていない」と話しており「課題が解決しない限り、実施はしない」としている。
第８回常総１００ｋｍ徒歩の旅
　
第８回常総１００ｋｍ徒歩の旅２０１４が８月５─
９日に行われる。その学生・社会人スタッフ約１５０名を募集している。　
常総１００ｋｍ徒歩の旅は小学４─６年生が４泊５
日で茨城県の県南地域で１００㌔㍍を歩くイベント。「ひとづくり ・ まちづくり」 を理念に、 子どもたちの 「生きる力」を育み、地域コミュニティを活性化させることを目指す。社会人・学生スタッフはレクリエーションなどの企画を通して 事業成功のために活動する。　
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ポーツ科学の情報を発信する教育支援サイトを目指す。専門知識を持たない人にも分かりやすい解説 提供する。実技については動画なども公開する。 今後 、国内外の有識者にも執筆を呼びかける予定 日本の最新の体育研究を海外の研究者に知らせることを目的英語版も整えた。　
サ
イ
トを企画した西嶋
尚たかひこ
彦
教授（体育系）は「 （将
来）世界中の人がスポーツを学ぶ時に参考にするサイトにしたい」 と語った。
（森
脇慎＝社会学類２年）
辞典サイト
ＢＥＳＴ
 ＦＡＣＵＬＴＹ
19人が選ばれる
ＭＥＭＢＥＲ
試を検討大学教員による
低コストで高性能に
有機薄膜太陽電池
桑原講師らが新製造法開発
ギーの変換効率が上がり、電池の寿命も長くなった。　
有機薄膜太陽電池は、今
のところ、エネルギーの変換効率がシリコン製の物に劣るため、 普及していない。神原教授は「新しい製造法により低コストで性能の良い太陽電池が実現すれば、建物の窓や自動車の屋根にソーラーパネルを取り付けられる日が来るかもしれない」と話した。
■訃報　
鎌田
　
博氏（かまだ・ひ
ろし＝筑波大学教授）３月
24日、肺がんのため死去、64才。
　
１
９
９５年４月から
２００２年
11月および
06年
から現在まで筑波大遺伝子実験センター長を務めた。
「スポーツペディア」のメインページ
新しい製造法で開発した有機薄膜太陽電池のサンプル
語っており、治療法の実用化を目指している。
（油布
知夏＝人文学類２年）
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地域の記憶
 後世に残す
　
日本アーカイブズ学を専門とする白井哲哉教授（図情メ系）が、福島県双葉町
から貴重な文化財を運び出し、保存する活動を続けている。同町は東京電力福島第一原発事故で立ち入りが禁止・制限されているが、教授は双葉町から特別に許可を得て、昨年
10月までに２度、現地入りしている。教授の活動内容と、そこで
見た現地の状況をまとめた。
（鈴木拓也＝人文学類３年）
　
白井教授が双葉町の文化
財保護活動を始めたのは震災後の２０１２年、筑波大の図書館情報メディア系と双葉町が「震災関係資料の保全及び調査研究に関する
覚書」を締結したのがきっかけ。 「双葉町歴史民俗資料館」 （新山地区）には、町の古文書や書類、土器、化石などさまざまな文化財が収蔵されている だが
町の中
 震災当時のまま
資料の一時保管場所（旧相馬女子高校）での搬入作業の様子
大熊町の町並み
【学群・学類】人文学類（人文）比較文化学類（比文）日本語・日本文化学類（日日）社会学類（社学）国際総合学類（国総）教育学類（教育）心理学類（心理）障害科学類（障害）生物 生物生物資源 類 （生資） 地球学類 （地球）数学 数学 物 物理）化学類（化 応用理工（応理） 工学システム学類 （工シス）社会工学類 （社工） 情報科学類 （情科）情報メディア創成学類（情報創成）知識情報・図書館 知識図書） 医学類 （医 ） 看護 類 （看護）医療 学類（医療）▽体育専門学群 （体専 ▽芸術専門 群 芸専）【修士課程研究科】教育研究科（修教）スクールリーダーシップ開発
▽第１エリアＡ棟＝１Ａ棟、Ｂ棟＝１Ｂ棟、 Ｃ棟 Ｃ Ｄ棟＝１Ｄ棟、アＥ棟＝１Ｅ棟、Ｆ ＝１Ｆ棟、Ｇ棟＝１Ｇ棟、Ｈ棟＝１Ｈ棟▽第２エリ Ａ ２Ａ棟、Ｂ棟＝２Ｂ Ｃ ２Ｃ Ｄ棟＝２Ｄ 、 Ｅ ＝２ 、 Ｆ２Ｆ棟、Ｇ ＝２Ｇ Ｈ棟＝２Ｈ棟▽第３エリアＡ棟＝３Ａ棟、Ｂ棟＝３Ｂ Ｃ ３Ｃ Ｄ棟＝３Ｄ 、 Ｌ棟＝３Ｌ 、 Ｋ３Ｋ棟▽医学専門学群棟Ａ棟＝４Ａ棟、看護・医療科学類 ４棟、看護・医療科 類講義 ４Ｃ棟、看護・医療科 類実験演習室＝４Ｄ棟▽体芸中央棟＝５Ｃ棟▽芸術専門学群Ａ棟＝６Ａ 、芸術専門学群Ｂ ＝６Ｂ ▽図書館情報専門学群棟＝７Ａ棟▽ 地区共同利用建物＝共同利用 Ａ、西地区共同利用建物 共同利用 Ｂ
【副学長】医療担当＝松村明（兼附属病院長）【監事】佐藤総一郎、井原宏（非常勤）【学群・学類長】 〔人文・文化学群〕人文学類長＝大倉浩（人社系）▽比較文化学類長 青柳悦子（同）▽日本語・日本文化学類長＝竹沢幸一（同） 〔社会・国際学群〕学群長＝篠塚友一（同）▽社会学類長＝根本信義（同）▽国際総合類長＝関根久雄（同） 〔人間学群〕学群長＝安藤隆男（人間系）▽心理学類長＝茂呂雄二 ▽障害科学類長＝大六一志（同） 〔生命環境学群〕学群 丸山幸夫 生環系）▽生物 千葉智樹（同）▽生物資源学類長＝繁森英幸（同）地球学類長＝荒川洋二（同） 〔理工学群〕学群長＝宮本雅彦（数理物質系）▽数学類長＝森田純（同）▽物理学類長＝都倉康弘 （同） ▽化学類長＝鍋島達弥 （同）▽応用理工学類長＝神原貴樹 （同）▽工学システム学類長＝坪内孝司（シス情系）▽社会工学類長＝張勇兵（同） 〔情報学群〕情報メディア創成学類長＝平賀譲 図情メ系〔医学群〕医療科学類長＝二宮治彦（医学医療系） 〔芸術専門 群〕学群長＝中村伸夫 芸術系）【博士課程研究科長】 〔人文社会科学研究科〕歴史・人類 専攻長＝伊藤純郎（人社系）▽国際公共政策専攻長＝竹中佳彦（同）▽法学専攻長＝岡上雅美（同）▽国際地域研究専攻長＝首藤素子 同）▽国際政治経済学専攻長＝首藤素子（同）▽社会科学専攻長＝岡上雅美（同） 〔ビジネス科学研究科〕科長＝西尾チヅル（ビジネス系）▽企業科学専攻長＝潮海久雄（同）▽国際経営プロフェッショナル専攻長＝大野忠士（同） 〔数理物質科学研究科〕 長＝木越英夫（数物系）▽数学専攻長＝坪井明人（同）▽物理学専攻長＝矢花一浩（同） 〔システム情報工学研究科〕社会工学専攻長＝大澤義明
（シス情系）▽知能機能システム専攻長＝葛岡英明（同） 〔生命環境科学研究科〕科長＝江面浩（生環系）▽生物科学専攻長＝中田和人（同）▽生物資源科学専攻長＝山岡裕一 （同） ▽環境 学専攻長＝濱健夫（同）▽地球進化 学専攻長＝久田健一郎（同）▽情報生物科学専攻長＝中田和人（同）▽生物圏資源科学専攻長＝田村憲司（同）▽生物機能科学専攻長＝田中俊之 （同） 〔人間総合科学研究科〕フロンティア医科学専攻長＝久武幸司（医学医療系）▽教育学専攻長＝清水美憲（人間系 ▽教育基礎学専攻長＝濱田博文（同）▽学校教育学専攻長 清水美憲▽障害科 野呂文行 （同）▽生涯発達専攻長＝藤生英行▽生涯発達科学専攻長＝廣田栄子（同）▽感性認知脳科学専攻長＝小川園子（同）▽疾患制御医学専攻長＝千葉滋（医学医療系）▽芸術専攻長＝藤田志朗（芸術系）▽心身障害学専攻長＝園山繁樹（人間系） 〔図書館情報メディア研究科〕科長＝杉本重雄（図情メ系）▽図書館情報メディア専攻長＝逸村裕（同）
新任人事
組織の略称
専攻 （スクール） 教科教育専攻 （教科）特別支援教育専攻（特支）【博士課程研究科】人文社会科学研究科（人社）哲学・思想専攻（哲思）歴史・人類学専攻（歴人 文芸・言語専攻 文言 現代語・現代文化専攻（現現 国際公共政策専攻（国共 経済学専攻（経済専攻）法学専攻（法学専攻 地域研究 地 国際日本研究専攻（国日）▽ビジネス科 研究科（ビジネス）経営システム科専攻（経シス）企業法学専攻（企法）企業科学専 （企科）法曹専攻 （法曹） 国際経営プロフェッショナル専攻（国経）▽数理物質研究科（数物）数学専攻（数学専攻）物理学 物理 ）化学専攻（化学専 ） 質創成先端科学専攻（物創）電子・物理工学専攻（電物） 性・分子工学専攻（物分）物質・材料工学専 （物材）▽システム情報工学研究科 シス情）社会システム工学専攻（シス工）経営・政策科学 経政）社会システム・マネジメント（社シス） リスク工学専攻 （リスク）コンピュータサイエンス専攻（ＣＳ）知能機能 専 知機構造エネルギー 学専攻 （構エネ）▽生命環境科学研究科（生環）生命共存科学専攻（生命共存）地球科学専攻（地科 地球環境 学専攻（地球環境）地球進化科学専攻（地球進化）生物科学専攻（生科）構造生物 構造生物）情報生物科学専攻（情報生物）生物資源科学専攻（生資科）国際 縁技術開発科学専 縁技術 生物圏資源科学専攻（生物圏）生物機能科学専攻（ 機能）生 産業科学専攻（生命産業）環境専攻（環境）持続環境 持続環境）先端農業科学専攻（先端農業）▽スポーツ健康システム・マネジメント専攻（スポマネ）人間総合科学研究科 人間総合）フロンティア医科学専攻（医科学）教育学専攻（教育専攻 教育基礎学専攻 （教基） 校教育 （ 教心理学専攻 心理専攻）障害 学
建物の名称
専攻（障科）生涯発達専攻（生涯）生涯発達科学専攻（生涯科）感性認知脳科学専攻（感性）体育学専攻（体育）体育 体科）芸術専攻 （芸術） 世界遺産専攻 （世界遺産）世界文化遺産学専攻（文化遺産）ヒューマン・ケア科学専攻（ケア）スポーツ医学専攻（スポ医）コーチング学専攻（コーチ）生命システム医学専 シス医）疾患制御 学専攻（疾医）看護科学専攻（看護専攻）▽図書館情報メディア専攻（図情メ）【系】人文社会系（人社系）ビジネスサイエンス系（ビジネス系）数理物質系（数物 ）システ 情報系（シ 情系）生命環境系（生環系）人間系（人間系）体育 体育系）芸術系（芸術 医学医療系 （医学医療 ） 図書館情報メディア系（図情メ系）
　
白井教授が昨年
10月に参加し
た「双葉町歴史民俗資料館」 （双葉町新山地区）の文化財運び出し作業。白井教授に当時の双葉町の様子を聞いた。　　　　　　
◆
　
10月
30日、双葉町から南に約
20㌔離れた
楢ならは
葉
町。午前９時、
双葉町歴史民俗資料館の文化財を運び出すために、白井教授や文化庁の担当者など十数人が集合した。　
目的地の双葉町から南に約７
㌔㍍の大熊町まで行くと、警察
震災後は、住民などの立ち入りが禁止・制限されており、被災した文化財を安全な場所で保存しなければらなかった。　
文化庁は
11年から東日本
の検問があった。そこで許可証を警察官に見せ、立ち入り禁止区域に入る。福島第一原子力発電所の付近を走行中に放射線量を測ると、 国の基準値（毎時０・
23㍃シーベルト）の約
50倍。そ
れでも昨年８月より下がっていた。　
双葉町に着くと、震災直後の
光景がそのまま残っていた。中心街は震災で崩れた建物の残骸が道路に散乱している。そのすぐ北にある双葉町歴史民俗資料館に着いたの
10時過ぎ。資料
館に入る前には靴の上からビニールを履かなければならない。関係者によると「地面の放射性物質を建物内に運び込まないため」だ。　
館内の事務室のカレンダーは
２０１１年３月のまま。予定表にも当時の書き込みが残っていた。震災の影響でトイレは水が流れないため、ポリタンクに入れた水を代わりに使った。　
作業の約４時間後、資料館か
ら北に
40㌔離れた、資料の一時
保管所「旧相馬女子高校」に向かった。 震災直後、 避難所となた旧相馬女子高校の校舎 廊下には「ご自身やご家族の大切な写真を見つけ お取りくださ
い」という表示と共に、津波で流された写真が大量に並んでいた。卒業証書や市民の位牌なども置いてあり、そばには「無料で位牌直します」の張り紙
大震災の被災地で「文化財レスキュー事業」を行っており、福島県では
12年から
県教育委員会や文化庁の職員らが参加。白井教授もこの一員として 同資料館の文化財を帰還困難区域外に運び出す作業に した。　
白井教授が同資料館へ最
初に入ったのは昨年８月で、文化財を運び出すための梱包などの準備を行った。作業員は双葉町教育委員会の学芸員、東京文化財研究所や福島県立博物館の職員など十数人。同資料館の収蔵庫は照明が使え いので暗く、２階は棚が倒れていたため、発電機を使って内部を照らした。　
白井教授が２度目に作業
に参加した
10月には、資料
一つ一つの放射線量を測定したうえで梱包され 文化財をトラックで運搬。一時
保管所として同資料館の北、約
40㌔㍍先の「旧相馬
女子高校」が使われた。その際、福島大学の学生ボランティアなども加わり、１月までには ほとんど 運び出しを終えた。　
白
井
教授はこれまでに
も、双葉町役場が震災直後に埼玉県加須市に避難した以降集めていた全国からの寄せ書きや 避難所に設置された段ボール製の仮設更衣室などの資料を保全する活動を展開している。　
今後は双葉町など被災地
の図書館などにある の保全作業に取り組む予定。白井教授は「地域の記憶伝承のために残せるものは残したい」と文化財を保存する意義を強調。また「東日本大震災の経験は、形して伝えていかなければならない」と話している。
……。　「圧倒された」 （白井教授）という。関係者の話では「今でも
（
写真などを）持ち帰る人がいる」 。
双葉町＝福島県浜通り中部にある町。２０１１年３月
11日の東日本大震災で被災し、東京電力福島第一原子
力発電所事故の影響で原発半径
20㌔圏内の警戒区域に
指定。昨年５月には避難指示区域が再編され、警戒区域は全て解除されたが、今も町の９割以上が帰還困難区域になっている。
白井哲哉教授（図情メ系）
被災地で文化財を収集・保存
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１９８７年に「つくば市」が誕生するまで、筑波大学の筑波キャンパス（春日エリアを除く）は「旧 ・ 桜村」
に所在した。研究学園都市に発展する以前、桜村一帯はどのような歴史を歩んできたのか。元筑波町（現つくば市北条地域など）町長 ・ 元つくば市教育長で、筑波大の特別授業「筑波山に学ぶ」の講師、井坂敦
あつみ
実さんと、
桜村歴史民俗資料館（つくば市金田） 、筑波大施設部の協力を得て、筑波大周辺地域の歴史をひもとく。
（望月
麗＝比較文化学類、井口彩、森脇慎＝社会学類、姉崎信＝心理学類）／参考文献『桜村史（上 ・ 下巻） 』編集：桜村史編さん委員会、発行：桜村教育委員会『桜村の民俗』編集：桜村 民俗編集委員会、発行：桜村教育委員会『大穂町史』編集：大穂町史編纂委員会、発行：つくば市大穂地区教育事務所
つくばの歴史をひもとく
　
つくば市で最も有名な
観光地といえば、 筑波山。標高８７７㍍で、 男体山 ・女体山の２峰からなり、古代から人々の信仰の対象としての長い歴史がある。ここでは、元筑波町長を務めた井坂敦実さんの話を基に筑波山 歴史について紹介する。　
筑波山は、
古代より
「西
の富士、東の筑波」と称される関東の名山。その独特な姿は、８世紀の『常陸国風土記』 頃から１３００年以上に渡り、人々 信仰を集めてきた。山中から発掘された土器や銅鏡 中には、８世紀ごろ祭祀に用いて
古代の遺跡数多く残る ■縄文時代　桜村地域に人が住む歴史は古く、約１万２千年前から約１万年にわたって続く縄文時代までさかのぼる。下広岡遺跡（つくば市下広岡）では
86軒の竪穴住居が
建っていた跡や、縄文土器などの生活用品も多く見つかっている。この下広岡遺跡をはじめ、遺跡は多く見つかっているが、そのほとんどが桜川の近くにあることから、桜川がこの地域の人々の中心にあったことがうかがえる。　
縄文時代に日本地域に伝
来したと言われている稲作が桜村で行われるようになったのは、西暦２５０年ごろから。那
なか
珂川流域で始
まったとされる。
■古墳時代　
４
世
紀末から５世紀初
め、桜村地域は大和朝廷の支配下に入ったとされ、同時に渡来人も来訪。土地開拓などに大きく貢献した。もともと桜川を中心に多くの川が流れ、豊かで広大な土地が広がっていたことあり、桜村は農業が非常にさかんな 域となる。　
古墳は、桜村では
23個が
確認されている。竪穴住居と同じく桜川付近に集結しており、台地上の見晴らしのよい所に多い。■奈良時代　
８世紀に書かれた『常陸
国風土記』によると 桜村は
河こがうちのこおり
内郡
、筑波郡、信太
郡に分かれていたという。筑波郡栗原郷（現在のつくば市栗原周辺）から朝廷献上された「 の白布」と中家郷（現在の広岡あたり）が贈った「中家郷の調
布」は、それぞれ正倉院と東大寺に現存している。その他にも、桜村から献上されたとされている調布７点が東大寺に現存する。■鎌倉・室町時代　
鎌倉時代からの筑波地域
を語る上で欠かせないのが小田氏の存在だ。小田氏は鎌倉時代に、源頼朝 ら筑波郡にある小田という土地を与えられた八田知家から始まった一族で、そ 地に建てた小田城を中心として桜村を含む筑 地域を支配した。小田氏は
15代続いた
が、当時は南北朝の内乱や応仁の乱、そし 戦国時代と続く戦乱の 代であり、村民は傭兵に駆り出されるなど、不安定な生活を送っていた。特に南北朝 内乱の際は、小田城の攻防が南朝の敗北を決定づける激しい戦いとなっ なお小田城跡（つくば市小田）は
いたと考えられるものも発見されており、いかに
藍だったが、１９００年ごろから綿と藍は衰退。代わって養蚕が盛んとなり、各地に桑畑が広がった。大正初期から１９４０（昭和
された。合併当時の人口は約９８００人で、純農村型社会だったが、１９６３（昭和
38）年に閣議が研究
学園都市の建設地を筑波地区に決定。翌年に茨城県と関係６カ町村が同計画への全面協力を表明して以降、桜村は都市型農村へ変遷を始めた。 「研究 の建設に伴い、桜村の人口は急増した」と井坂さんは話す。１９８７（昭和
62）年
11月
30日に筑波郡谷田部町、大
穂町、豊里町、新治郡桜村の３町１村が新設合併し、人口約
11万人の「つく
ば市」が誕生する 、合併当時の桜 人口は４万人を超えており、日本で一番人口の多い村となった。なお、 つくば市は１９８８ （昭和
63）年に筑波郡筑波町、
２００２（平成
14）年に稲
敷郡茎崎町を編入し、現在の市域に至る。
15）年ごろまで、桜村一帯
は県下一の養蚕村を誇っていたという。　
つくば市周辺が養蚕の盛
んな地域であったことは、
「蚕
こかげ
影神社」 （つくば市神郡）
などの名前からも分かる。また、この地域を流れる鬼怒 （絹） 川、 小貝 （蚕飼） 川、糸繰川も、それぞれ地域の歴史に影響された呼び名といえるだろう。養蚕 担い手である女性たちは 絹糸にならない繭を利用し 紡ぎや染め物を行い、家族の衣類を仕立てて た。桜歴史民俗資料館には、当時の村民が使用していた衣類や藍染めが展示されている。■旧桜 の誕生
１９５５（昭和
30）年
７月
22日、現在の筑波大学
周辺地域の前身・旧桜村が、当時の栄村、九重村、栗原村の合併により成立した。それぞれの村から 「さ」「く」 「ら」の一文字ずつを受け継ぎ、 「桜村」と命名
養蚕が支えた村の生活
筑波山
筑波地域の歴史を語る井坂さん
奈良時代から続く信仰
■江戸時代　
江戸時代になると、徳川
家康は、士農工商の階級制度を確立し、その影響は桜村にも及んだ。桜村は、幕府の直接の支配を受ける「天領」と、土浦藩領または石岡藩領のいずれかに属
１９３５（昭和
10）年に国
指定史跡に指定され、現在でもその遺構を見ることができる。
し、名主や組頭といった村役人が土地の管理（検地）や年貢の管理に責任を持たされた。　
桜村は稲作を主としてい
たが、干害・冷害・暴風雨などの天災が例 のように襲いかかった。１７８２年から
87年に起きた天明の凶
作など、幾度もの飢
ききん
饉を経
験し、水田に引くための水をめぐる争いも起きた。■明治以降　
明治維新後、桜村は水田
と畑が広がる農耕地帯。明治初期に行われた「国郡等級付け」によると、筑波大学周辺の「新治郡（当時） 」は県内でも最上位の地力（土壌に含まれる水分や肥料が豊富で農作物を育てやすい土地）を持っていたとされ、中でも桜村一帯は一段と高い地力を所持していたという。　
主な畑作は、
米、
麦、綿、
桜川流域から見た筑波山（撮影地：つくば市北条）
ら生まれた。これは日本全国に伝わる豊作の神「田の神」の原型ではないかともいわれている。
　
一方、貴族にも筑波山
は親しまれてきた。８世紀後半に作られた現存最古の歌集 『万葉集』 には、
筑波山を題材にした和歌が
25首詠まれており、こ
れは万葉集に収録される全約４５００首の中でも随一の数を誇る。富士山に関する歌が
13首のみで
あることから考えても、筑波山が当時 日本人にとって特別なシンボルだったことが分かる。　
現
在
の筑波山地域は、
地層や岩石などにも貴重な資源を含むと注目され、山麓の北条地域などを中心に 「ジオパーク （地球科学的に貴重な地域遺産） 」への登録を目指して活動している。　
井坂さんは「筑波山は
古くから地元の人々の生活と密着してきた。筑波山は私たちにとって、何度見てもほっとする郷里の風景」と語った。
筑波山が尊ばれていたかが分かる。　
筑波山信仰の拠点
となっ の 、山の中腹から頂上までを境内とする「筑波山神社」 。山そのもがご神体とされ、２峰を男女の神に見立てていることから縁結びと夫婦仲を取り持つ神社として知られている。周辺の集落ではさまざまな儀式が継承されてきたが、最も重要なものが「御
おざがわ
座替り」の神
事。４月１日と
11月
１日の年２回、神社に祭られている「親神」 と 「子神」 が御座 （神の居所）を替えたことか
デザイン＝姉崎信（心理学類２年）
古代〜中世
近代
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アメンボというと、田ん
ぼやプールなどで見かけるイメージがある。しかしこのシマアメンボは、普通のアメンボとは違い、 山地の、
水の奇麗な小川で生活している。黄色の体に黒の縞模様という、なか か美しい姿をした昆虫だ。小さな体で川面を素早く動き回るため、その姿を写真に捉えるのは至難の業。（写真・文＝今田創、比文２年、野生動物研究会）
池の歴史大学建設に伴い作られる　筑波大学には５つの池がある。それぞれ兵太郎池、松美池、天久保池、追越池、春日池と名前がつけられている。筑波大学施設部によると「これらの池はもともと筑波大学の土地にあったものではなく、大学建設に伴い新たに作られた」 いう。つくば市の近くには霞ヶ浦があり、水を連想する人が多いもの 、学園都市自体には川もなく わずかな農業用溜池しかなかった。特に大学周辺は、比較的乾燥したアカマツ林と開墾畑からなる低い台地だった。そこに建物を建て、道
路や運動場を建設し、排水管を敷設すると、雨が降っ
たとき地面が水を吸収しにくく、地表の水が乾きにく
い状況になる可能性があった。そこで、キャンパスデザインの一環として池を作り、雨水をキャンパスに溜める案が採用された。池を作ることにより、筑波大学周辺地域のイメージアップも期待され、一石二鳥 案であった。　
５つの池の中でも、第１
エリアに る松美池では、池の前で音楽系サークルによる催しが開かれ、学園祭では「松美記念」と題した池の中を走る徒競走が行われるなど、多く 学生 親しまれている。 その他にも、昼休みや放課後の憩い 場として学生らに利用されことが多く、池は筑波大学にとってなくてはならない存在だ。池は大 の発展とともに、つくばに「水の歴史」をもたらした。
学生の憩いの場となっている松美池
が、引っ越しの多い私はペット不可の賃貸住宅に住むことが多く、動物飼育にのめり込むこともなかった。では、私は子どものころからどのように動物好きの欲求を満たしてきたの 。水族館・動物園通いである。子どものころは機会が れば、たとえ旅先でも水族館に
10回以上も引っ越しを経
験しており、一カ所に長く住んでいたことが少なく、また、自然豊かな環境に家があるとも限らず、このような趣味にはまることはなかった。また、他にも「動物を何種類も飼っていた」 「自宅で熱帯魚を繁殖させていた」という話もよく聞
　
私は現在、生物学の研
究者をしている。生物学者の中でも動物を扱う研究者には、私も含め「動物好き」ということが研究の「原点」になっている人が多く、こ ことは子どものころから 趣味にも強く反映されている。周りの生物学者には「毎日海に潜って魚をとっていた」 「子どものころから昆虫少年だった」という人も目立つ。私の場合は、これまでに
連れて行ってもらったし、今でもむしろ自分が喜んで動物園に家族を連れて行く。　
水族館も動物園も好き
だが、昔から水族館の方がより好みである園にいるのはほと ど脊椎動物で、基本的には目や口がついた頭 前方上方にあり脚 動くとい
動物の進化過程 研究へ変な形の動物に惹 れる
中野裕昭
う枠にはまった動物ばかりである。それに対し、水族館には植物のようなサンゴ、かわいらしいクリオネ、胴がなく脚しかないようなウミグモ、星の形のヒトデなど、実にさまざまな変わった形の動物が多い。このような変な形の動物に子どものころから私は強く惹かれ
ており、気付いた時にはただの「動物好き」ではなく「変な動物好き」になっていた。　
大学院で研究室を選ぶ
際の大き 決め手となったのも、ウミユリという珍しい動物を扱ことである。研究室で生きたウミユリを最初にみた時の感動は今で 覚えている。この動物を初めて自分で採集して、水槽内で飼育して、幼生が泳ぐのをみ 、研究成果がでた時の興奮が忘れられず、その後も変な動物ばかりを研究対象に選んいる。日本の大学院生・研究員のころにはウミシダやマナマコ、そ 後約６年間滞在したスウェー
デンでは珍渦虫とヌタウナギ、日本に帰って来てからは平板動物、クラゲムシなどである。今は単純に変な動物を見て楽しむだけでは く、進化学的に重要な動物に着目し、その進化過程や起源を解明することを仕事にしているが、自分の興味のあることを仕事にできているのは幸せであ 。今後も自分の好きな 変わった形 珍 い動物の研究を続けていきた思う。なかの・ひろあき生命環境系、下田臨海実験センター助教。東京大学大学院修了、慶應大学文学部研究員、スウェーデン王立科 アカデミー研究員、イエテボリ大学助教を経て、２０１０年から現職。専門は進化発生学、海洋生物学。
現在の大学本部棟（つくば市天王台１丁目）
　
筑波大学内の地名につい
ても、歴史に関連するものが多い。　
大学本部棟がある「天王
台」の名は、筑波キャンパス北部に位置する「一ノ矢八坂神社」 に由来する。同神 の祭神「スサノオノミコト（天王様） 」は牛頭天王とも呼ばれ、除疫神として信仰された。そこで疫病の流行しやすい夏（旧暦６月７日）に祇園祭が行われるようになった。 こ 時、
仮屋を建て、 御輿（天王様）を奉納したが現在の天王台１丁目付近であったことから、現在の「天王台」が名付けられた（大学本部棟は天王台１丁目） 。なお、この祇園例大祭は、疫病除け
に効果があるとされるニンニクを売る露店が境内に並ぶことから、現在は「ニンニク祭り」という呼び名で親しまれている。　
この他、学生宿舎の地区
名となった平砂、追越、一
神が宿る「天王台」
大学周辺の
　
健康のために運動をし
ようと考えている人は多い。ランニング、ジム通い、 筋トレ……。 だが、 「明日からやろ 」と思って結局やらなかったり、 「三日坊主」で終わってしまうことも多い。　
この問題の解決を目指
すのが、
征そや
矢英昭教授 （体
育系）の「ＢＡＭＩＳプロジェクト」だ。ＢＡＭＩＳとはＢｏｄｙ
　
Ａｎ
ｄ
　
Ｍｉｎｄ
　
Ｉｎｔｅ
ｇｒａｔｅｄ
　
Ｓｃｉｅ
ｎｃｅｓの略で、日本語では「たくましい心を育むスポーツ科学イノベーション」 。２０１０年から今年２月まで続けたプ
ロジェクトで、運動を最先端の脳科学によって研究し、いつまでも続けられるような運動のプログラム開発・応用を目指している。　
征矢教授によると、そ
もそも、運動をし と思っても長続きしないのは、人に言われたからなど、義務感によって運動するためだ。また、運動不足の人が急に激しいトレーニングをしても、きつくて長く続かない　
運動を長続きさせる最
も重要な要素は、 「楽み」 （征矢教授）だ。健康目的だけで運動すれば
飽きるが、自分から積極的に楽しめる運動ならば続けることができる。 「好きな仲間とやったり、音楽を聞きながら運動したりと、快適な環境を作ることが重要」と征矢教授は語る。　
征矢教授の研究による
と、軽い運動を
10分ほど
行うと、脳で注意力や集中力、判断能力（認知機能）をつかさどる背外側前頭前野が活性化す 。例えば勉強の前にウォーミングアップをすれば集中して机に向き合い、計算が速くなるなど効率がよくなる。そして「楽
しみ」はここでも大きく影響する。好きな音楽を聞きながら運動すると、更に効果が向上するのだ。楽しみながら運動するこ は健康だけでなく、生活の質の向上にもつながる。　
激しい運動をしないと
健康を保てないという固定観念が、運動を続ける上でのハードルに る場合もあるが、征矢教授は「長時間の激しい運動は疲労が激しくむしろ逆効果。楽な運動にも大きな価値がある」と言う。征矢教授は、歩行程度の運動を２～４週間続けるこ
とで、脳で記憶をつかさどる海馬が活性化し、認知機能である記憶力や理解力が向上することも発見した。　
征矢教授の今後の目標
は「誰もが気軽に運動をしようと思うようになること」 。東京オリンピッ
ク・パラリンピック開催まであと６年。運動への関心が高まる中で、 「楽」を基にした征矢教授の研究が国民の運動の在り方を変えるかも れない。（森脇慎＝社会学類２年、イラスト＝島田文、芸術専門学群４年）
の矢は旧地名の字
あざな
名が由来
となっている。また学内の池の名称である兵太郎、松美、天久保、春日も旧地名から名前を取 名付けられた。
」で運動が長続き
地名由来
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量少なめの新メニューを
平嶋健人
芋山武（ＰＮ）
葦（ＰＮ）
山本泰弘
人をつなげる
憩いの場
飯島（ＰＮ）
　
食堂で食べ終わった後に
いつも気になることがある。それは残飯の だ。私は普段一学食堂を利用するのだが、一学食堂の食器の返却場所は手前に捨ててから奥の洗い場に食器を入れ という構造をしている。 だから、 食べ終わって食器を戻す時に、手前のダストシュートを見てはいつももった ないなあと思うのである。　
普通に考えればそれは食
べ切れず残した側の責任なのだが、一学食堂に限っては少し事情が違う。というのも、そもそもの出され量が多すぎるのだ。私は同年代の女子の中では平均的かそれより いくらいの量を食べられると自負 ているが、それでも食べ終わ
とお腹がかなり苦しくなっていること しばしばある。食が細めの人は尚更だろう。
 
　
ただし、全てのメニュー
が多すぎ 量であるわけではない。麺類やカレーは無理なく食べられ なのだが、これらには決定的に足りないものがある。そ 、大学生の一人暮 しで不足しがちな野菜だ。麺類にはトッピングの刻みネギのみ（かき揚げや山菜和麺を頼めば別だが） 、カレーにいたってはほぼ具無し でおそらく野菜は入っていいのだろう。逆に、野菜が沢山入っているものとなると定食か丼ものになるのだが、お察し 通りそれらは量の多すぎるメニューなのだ。　
すなわち、少食の人々が
一学食堂で野菜を十分に摂れるものを食べようとすと、自分の許容範囲を越えた量のご飯を頼まざるを得
なくなるのである。これが街にある店ならばターゲットの違いだと片付けられるが、大学の食堂としてはどうなのであろうか。あまり大食いでない人たちに配慮したメニューが った方が良いのでは いか。　
そう思って私は量の少な
めのメニューを増やして欲しいと数回一学食堂へのアンケートに回答 ことがある。それが反映された結果なのかどうかは定かではないが、定食を頼んだ時にご飯の量はこれで良いかと聞かれるようになった。　
しかし、この方法だと配
膳の作業課程が増えてしまうのでお昼時の混雑を助長してしまう。さらに、特に少食ではないのに女子だからと少なめに盛られてしまって、多く て欲しいと言いづ いとい 話も聞いた。私はやはり今の普通盛りとは別に、量の少なめメニューが必要だ 思う。
食堂らしさあやふやに
　
キャンパス交通システ
ム（循環バス）の年間定期券学生料金が倍額に値上げされた。広範な学生に利益をもたらす「バラマキ的」 （料金改定説明会資料より） 支援を廃し、「真に必要な」 （同）学生支援に特化するとの説明だ。新入生は、 “グローバル人材”のような大学側に必要とされる学生なれば優遇されることを
覚えておくとよい。　
筆者は、この値上げに
よる負のシナリオを描た。 『値上げの結果、定期券購入者が想定よりも著しく少なく、多量 在庫が発生。定期券を購入しない比較的軽度の利用者が、乗車する都度料金を支払うため、従来より不満の声 挙がっていバスの遅延 さらに増加
し、利用者離れを加速した』 。さて４月からの実態はどうだろうか。　
循環バスは、筑波大関
係者の一部でなくみんなが親しんで利用する共有インフラのはずだ。大学からの補助の縮減の中、バス利用のハードルを下げる策として、筆者は月額１０００円程度の「月単位定期券」の発売を提案する。年間定期を分割するのだ。　
これには大きく言って
二つの意義がある。　
一つは、交通弱者の包
摂（ノーマライゼーショ
ン）だ。本学における交通弱者とは、体力に自信がない者▽自転車の運転が不得意な ▽手荷物を多く携帯しなければならない者…… どが考えられる。循環バスはそのような学生の移動に貢献するところが大であり、単純な料金値上げはそのような者に集中して負担を強いることになる。これは本学の理念 そぐわない。財務上の要請との折衷策として、交通弱者が必要に応じて利用できるメニューとして月単位定期券が求められる。
　
二つに、留学生の利用
促進だ。本学への留学生の大多数は、年度の途中からつくばでの生活を開始する。 留学生にとって、日本の年度を単位とした年間定期券は利用しにくく、余計な負担を求めることになる。月単位定期券の発売によって、留学生もより気軽に循環バスを利用できるよう なる。　「
人
間の可能性と多様
性の尊重」 （ダイバーシティ推進室） 掲げる本学。ちょっとした工夫により多様な人々への配慮を示すか、苦労は買ってでもしろとばかりに突き放すか、公器としての度量が問われる。
（国際部
岩浅研究室技術補佐員）
　「
食
堂」でアルバイトを
始めて二年半が経つ。正しく言えば大衆向けに安価で食事を提供している「大衆食堂」でのアルバイトだ。　「
食
堂」というと家庭的
な雰囲気を思い浮かべる人が多いのではないだろうか。肉じゃが、おひたし、焼き魚。 「おふくろの味」を求めて来店する人が多い。そう、 「食堂」には「おふくろさん」がいるのだ。　
私の働く食堂の「おふく
ろさん」は店長だ。ほがらかな人で、いつもにこやかに笑っている。私が何か失敗をしても、ただ叱るのではなく、次から失敗しないための的確なアドバイスをしてくれる。仕事の後は、プライベートな相談にまで乗ってくれ、まるで母親のような温かい存在として従業員から親しま てい 。　
そして、お客にとっても
店長は「おふくろ」なのだ。お客は大抵近隣に住んでいる一人暮らしの学生。「今日は暖かいね」 「今何年生？」など、 長が投げか
ける話題はたわいもない会話がほとんどだが、それでも話しかけられて不快に思う人はあまりいない。 「一人で黙々と食べ のも良いけれど、やっぱりご飯は楽しく食べなくちゃ」 。それが店長の口ぐせだ。 事を終え 「ごちそうさまでーす」と元気よく挨拶して店を出る姿を「おふくろさん」は暖かく見送っている。　
辞
書
によると、 「食堂」
は「食事をする場所」だという。だが、私はもう一つの意味を加えても良いと考える。 「憩いの場」だ。食堂には「人」が る。食事を通して人が触れ合う場所、人と人のつながりが生まれる場所、それが私にとっての「食堂」な だ。
　
街灯問題を解決するた
め、つくば市が筑波大学や各研究機関、警察などに参加を求め、協議会を立ち上げることが分かった。背景には、関係機関を集めることで街灯の設置権限などが入り組んだ「縦割り行政」の壁を越え、問題の解決を一気
進める狙いがあるとみられる。　
だが、その発足にあた
り、 一つだけ提案がある。協議会に学生の声を反映させてほしい。暗い道で犯罪被害に遭っているのはほとんどが学生で、問題解決に向けた有効な助言ができると思うからだ。　
これまでの経緯を振り
返ってみよう。　
筑
波
大周辺では昨年、
深夜に女子学生を狙った
路上わいせつ事件（暴行を含む性的嫌がらせ）が一昨年の２倍になるなど多発したが、その発生場所のほとんどが街灯がく暗い場所だった。こため筑波大生などから灯の増設が要望されていた。　
だが、街灯増設までの
道は多難だっ 。つくば市によると▽県道や研究機関の私有地は市 管轄外▽各機関が街灯設置の
予算を確保できず、敷地内に街灯を設置できな▽市内には、電柱 なく街灯用の電気 引けない場所がある……など多くの課題があった。これらは市や県や各機関 責任・権限など 複雑に入り組んでいるため「縦割り」の現状では対応しようがない。　
街灯問題に関して市役
所を取材した際にも、問題解決の難しさを感じた。ある担当課を訪れると「当課だけでは判断・解決できない」として担当課から別の を紹介され、その課を取材すまた別の へ……とさまざまな部署を「たらいまわし」さ ることになった。　
今
回
の協議会の設置
は、そうした「縦割り」の現状を打破する試みと
して大いに期待できることは間違いない。　
昨年
10月、本紙が筑波
大生４００人を対象行ったアンケート調査がある。　
そ
こ
では
　「夜間、身
の危険を感じ ことはある」と答えた学生は男子では
13・６％、女子では
26・９％に上った。また
アンケートでは「暗い道で誰かに後をつけられた」や「知らない男に声をかけられた」 「 （車で近づいてきた人間 ）道を聞きた と呼び止められ、車に引き込ま けた」など、学生が経験した事例が多く寄せられた。 「大学循環バスの停留所で、人目につかない場所がある」など 大学近辺の暗い箇所を具体的に指摘する声もあった。　
これら学生の声を、そ
のままにしておく手はない。　
無論、被害者学生を協
議会のメンバーと 迎える必要はない。だが、日々、危険な経験にさらされる学生の皮膚感覚は協議会で生きる。単 る学生の代表へのヒアリングだけでも十分効果があるはずだ。　
つくば市の市原健一市
長は昨年、本紙のインタビューで、今後の市について「行政や大学、企業や市民が連携し 『オールつくば』で協力するシステムが必要。関係者がネットワークを作ることがつくば市を発展させる」と述べた。学生の意見を協議会に反映させることは「オールつくば」実現への大きな一歩となる。
（筑波大学新聞編集
長・社会学類３年）
みんなのための循環バスを「月単位定期券」の導入で循環バス定期値上げ
「オールつくば」実現街灯協議会 学生の声
　
若者が３年で会社を辞め
てしまう現代。企業は、離職率を下げようとさまざまな策を取っている。某健康機器メーカーの社員食堂が脚光を浴びたのは記憶に新しいが、社員食堂 充実させることは、社員の満足度
を高め、優秀な社員を確保するのに有効な手段だ。　
和
食
からフレンチまで、
ヘルシーで美味しい料理の数々。座り心地の良い椅子に、しゃれたインテリア。カフェ顔負けのコーヒーにスイーツ……テレビでこんな「社員食堂」を何軒も見たことがある。　
しかし、ここまでくると
「食堂」とは何なのか分からなくなってきてしまう。
　
そもそも筑波大の学生食
堂も、それ 「 堂」なのか疑問に感じ 時がある。学生数人で行って、ラーメンやパスタなど各々が好きな食事を楽しむ様はショッピングセンターと何ら変わらない。もはや「学生フードコート」だ。　
この食堂らしさの欠如は
どこから来るのだろうか。やはり 「食堂のおばちゃん」がいない とが大き かしれない。　
最近では「○○食堂」と
いう名で、チェーン展開する店もある。値段も安く、味もそこそこ美味し ので、つい足を運んでしまうのだが、大概そこにはアルバイトしかいな 。お客の回転率を重視す ので店の
人と会話をするといえば、お会計の時くらいだろう。やっぱり、少々厚かましいくらいに、たわいないコミュニケーションを求めてくる「おばちゃん」がいないと何となく食堂ではない気がする。　
昔は学食にも「食堂のお
ばちゃん」がいたと聞 たことがある。おばちゃんは学生の顔を覚え、来 びに声をかけてく 放課後には、腹を空かせた貧乏学生に余った料理をタダであ
げていた……なんていう話も卒業生から聞いた。一部の学生は、卒業式が終わって真っ先に食堂に行っ らしい。今はなき風景だ。　
世に溢れる
“
食堂っぽく
ない
”
食堂が悪いというわ
けではない。ただ、その概念があやふやになっているのは確かだろう。将来、私が社員食堂の世話になるころ食堂 風景はどう っているか……。想像もつかない新たな が登場してるかもしれない。
今月のテーマ
食 堂
男子　㌔級 永瀬３位
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の
　「いつかは父の記録を超えたい」　はっきりしたまなざし
で語るのは三段跳びの山下航平（体専２年） 。父の山下訓史は三段跳びで１９８６年、
17㍍
15㌢と
いう日本記録を作った。自身も高校３年の時に国体で優勝するなど周囲からは「サラブレッド」と評される期待の選手だ。　
陸
上
を始めたのは小
学生のころ。 速く走れるようになりたかった」と、始めた当初はハードル、中学生になってからは走り幅跳びを専門にしていた。だが、それまでの成績 中学生の時 福
島県大会で残した７位が最高。 「とても全国大会を狙える選手ではなかった」と振り返る。　
転機となったのは、高
校生の時だった。 「日本記録を持つ父に憧れ ようになった」と三段跳びに転向を決意。それからは父と二人三脚で練習に励んだ。基礎的なことか
ら始まった指導は全てが新鮮で、 「もっと上達したい」とのめりこんでいった。　
三段跳びを始めてから
最初に目指したのは陸上の雑誌に掲載された同世代の選手だった。 「自分も雑誌に掲載されるような選手になりたいと思っていた」 。上位選手たち
に強い憧れを持ち続けた高校３年間。練習を重ねるたび 才能はめきめきと開花し、高校３年生の時には国体優勝を成し遂げ、一気に注目されるようになった。
　
そして更なる
飛躍を求めて筑波大学に進学。恵まれた練習施設があることや両親が筑 出身であることが決め手になった。 入学後、 「 （父が大学時代 三段跳びを練習した）憧れの場所で練習できる」と喜びをかみ締めた。現在は高
三段跳びのサラブレッド
（体専２年）
金子
 日本新で優勝
小林
 終盤の接戦制す
第
55回日本選手権（
25㍍）水泳競技大会
　
短水路（
25㍍プール）の
競泳日本一を決める第
55回
日本選手権（
25㍍）水泳競
技大会が２月
15―
16日、東
京辰巳国際水泳場 東京都江東区辰巳）で開催され、男子２００㍍背泳ぎで金子雅紀（平成
25年度体育専門
学群卒）が１分
48秒
84の日
本新で優勝した。金子は男
子１００㍍背泳ぎも制し、２冠を達成。女子
50㍍平泳
ぎでは、小林明日香（体専４年）が優勝した　
金子は日本記録更新を公
言して今大会に臨んだ。男子２００㍍背泳ぎ決勝では、前半から積極的な泳ぎを見せ、１００㍍をトップで折り返す。１５０㍍時点で予選１位の白井裕樹（ミズノ）に抜かれたが、ラス
ト
50㍍で一気に追い上げ、
日本記録を０・
85秒更新し
た。１００㍍背泳ぎでも
50
秒
28の自己ベストをたたき
出し１位に輝いた。 「公言通り、日本新で優勝できたことが自信になった。持久力、スピードの強化が実感できた収穫の多い試合だった」と振り返った。　
４月には日本、
アメリカ、
オーストラリア カナダの
女子が健闘
松山
第５回全日本学生ライフセービング・プール競技選手権
観戦記
　
柔道グランドスラム・パ
リが２月９―
10日にフラン
スのパリで開催され、男子
81㌔級で永瀬貴規（体専３
年）が３位に輝いた。　
永瀬は初戦から順調に勝
４カ国の選手が参加するパンパシフィック水泳選手権の代表選考会を兼ねた日本選手権を控える。 金子は 「背泳ぎには、オリンピ 代表に選ばれたことがある入江陵介選手や萩野公介選手がいる。この２人を抜く勢いで勝ちたい」と今後の目標を掲げた。　
小林は、女子
50㍍平泳ぎ
決勝でスタートダッシュを成功させトップに立つ 終盤は上位３選手で接戦となったが１位を守りきった。 「毎年４位や５位で表彰台を逃していたの 優勝できて嬉しい。４月の日本
選手権が本番なので、この勢いに乗って
50㍍平泳ぎで
は優勝、１００㍍平泳ぎ
は表彰台を狙っていきたい」と語った。
（姉崎信＝
心理学類２年）
　【千葉県国際総合水泳場（千葉県習志野市）で添島香苗＝生物学類２年】
水難
救助の技術を競う第５回全日本学生ライフセービング・プール競技選手権大会が、２月
22―
23日に行われた。男女それぞれ
12種目があり、筑波大女子はプール中央
にいる「溺者役」にプールサイドからロープを投げ、溺者役がプールサイドまで到達する時間を競うラインスローで、松山恵香（平成
25年度社会学類卒） ・渡辺
夏海（知識図書２年）のペアが
22秒
72の自己ベストで５位入賞を果たした。
20㌔のマネキンを抱えて泳ぐ「マネキンキャリー」
山下航平
校時代に行ってきた練習に加え、コーチや先輩から積極的にアドバイスをもらって、新しい練習にも取り組んでいる。　
小・中・高とそれぞれ
別の種目を行ってきた
が、これまで一度も挫折がない。 「陸上を続けてきてやめようと思ったことは一度もない。 （陸上は）始めた時から身近な存在で、常にひたむきに練習に励んで 。それはこれからも同じ」 。今では「陸上抜きの自分」は考えられないという。　
三段跳びを始めてから
は、父と比較さ 続けてきた。父 １９８８年のソウルオリンピック出場。
12位の結果を残し
た。その息子には、 「期待」という重圧がのしかかる。 「自分は自分でとは違う。自分 ペースで成長したい」と冷静に語るが、日本記録更新には闘志を燃やす。 「三段跳びを始めたころから父を目標にしてき 」 。憧れの父を超えることを目指し、今日もその背中を追い続ける。
（冨田慎二＝
日本語・日本文化学類２年）
黒岩が３位関東柔道選手権
　
筑波大チームを見ていて
印象的だったのが、選手たちに見られるライフセーバーとしての自覚だった。　
競技はあくまで救助活動
での技能を磨くためのものだ。このため、さまざまな規定がある。例えば、
20㌔
のマネキンを抱えて泳ぐ種目「マネキンキャリー」では、マネキンの口と鼻が沈
んでいると失格だ。失格は決して珍しくはなく、今大会の場合、フィンをつけてマネキンを“救助”する種目「男子マネキントウ・ウィズフィン」では出場者１７７人のうち、
39人が失
格になった。一方で今大会の筑波大チーム 失格者はゼロ。 「この結果は私たちの誇りです」 と渡辺夏海 （知識図書２年）は胸を張る　
また、心臓マッサージや
人工呼吸、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方など人命救助の基礎技術が問われる種目「ＣＰＲ（心肺蘇生法）アセスメント」で、筑波大は男女共に最高のＡ判定を獲得した。 「どんなにタイムが良くても、 命救助という根本を忘れたらライフセーバーとしては失格」と有水理菜（生物２年）は語った。ライフセ バーとしての自覚を胸に、今後もライフセービング部は成長を遂げていくだろう。
　
（添島香苗）
　
ラ
イ
ンスローの種目で
は、救助者はプールサイドから
12メートル先にいる溺
者にロープを投げて救助する。ロープは何度でも投げられるが、 制限時間（
45秒）
を超え と失格となる。女子ラインスローは大会２日目に行われた。　
これまでの練習では、救
助役の松山が投げ プが溺者役の渡辺に届かず苦戦。なかなか制限時間を切
ることが出来なかった。練習をしすぎて、松山の手がロープに擦れて切れてしまったこともあった。 「とにかく プが溺者に届くように、投げる動作を慎重に練習した」 （松山） 。ロープが届くようになったのは、本番直前だった。　「
本
番でもロープが届く
か不安で 祈る な気持ちだった」 （渡辺） 。しかし、本番では一投目でロープが渡辺まで到達。 「すごく嬉しかったし楽しかった」 （渡
辺）と振り返る。　
松山にとっては、出場す
る最後の大会だった。 「今後は、社会人 してライフセービングと 関わり方を模索していきたい」 と話す一方、渡辺 「来年はもっと良い成績を残したい」と語った。　
関係者によると、ライフ
セービングの概念は欧州発祥とされ、水難救助など目的に
17世紀以降、英、仏
などで発達。その後豪州などでも盛ん なった。
ライフセーバーの
ち進み、準々決勝で世界ランキング１位のアブタンディル・チリキシビリ（グルジア）と対戦。昨年
11月
―
12月に行われたグランド
スラム東京で一本勝ちした相手だったが、攻撃の機会を得られず、指導を３回受けて敗退した。３位決定戦ではヴァロア・フォルテエ（カナダ）と対戦し、大外刈り 勝利した。
（新田
萌夏＝社会学類２年）　
■自己ベスト達成
男子
200背
女子
50平
◆水泳（競泳）
　
第
37回関
東学生冬季公認記録会（３月９日、千葉国際総合水泳場）【男子】２００㍍メドレーリレー・金子雅紀（平成
25
年度体育専門学群卒） 、林佑樹（同） 、 佐藤智俊 同） 、鏡味卓也（ 専４年）１分
35秒
55＝日本短水路新記録
◆オリエンテーリング
　
２０１３年度日本学生オリエンテーリング選手権大会（３月８日―９日、栃木県矢板市）個人ミドルディスタンス【男子】男子選手権クラス第２部・野本圭介（社工４年）
36分
1秒＝４位、男子
一般クラス１・村瀬貴紀 （地球３年）
22分
20秒＝１位、
男子一般クラス２・松井俊一（地 ４
25分
26秒＝
９位【女子】女子選手権クラス・柳川梓（平成
25年度社会工
学類卒）
37分
42秒＝７位、
小松陽子（地球３年）
39分
05秒＝９位
◆バスケットボール
　
第
27
回全国国公立大学バスケットボール大会（３月
21―
23
日、筑波大学中央体育館）【男子】ブロック戦▽筑波大
51―
96新潟大▽筑波大
84
―
48群馬大▽筑波大
71―
65
広島大・順位決定戦▽筑波大
93―
28東京大▽筑波
71
―
39山形大▽筑波
78―
48
金沢大・最終結果＝９位
　
関東柔道選手権大会が３
月２日に鎌倉武道館（神奈川県鎌倉市）で行われた。男子は黒岩貴信 （体専３年）
が３位、 永瀬貴規（同３年）が４位入賞を果たし、４月の全日本柔道選手権の出場権を獲得した。女子は菅原歩巴（平成
25年度体育専門
学群卒）が準優勝、古屋梓（体専３年）が５位で同選手権出場を決めた。　
黒岩は初戦で一昨年の全
日本選 優勝者である加藤博剛（千葉県警）と対戦払腰で技ありを奪うと、袈裟固めで押さえ込んだ合わせ技で一本勝ち。その後も勝ち進んだが、準決勝でウルフ・アロン（東海大浦安高）に一本を取られ敗退した。永瀬は４回戦 鈴木誉広（山梨学院大）に一本勝ちした。
（新田萌夏）
準々決勝で敗退
自覚見た戦い
200 ㍍背泳ぎで優勝した金子
81父の記録超え い
柔道グランドスラム・パリ
ラインスロー
ペア５位入賞渡辺・
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集大成を披露
コンサートで行われた「ファッションショー」の様子
最後は部員全員で合奏
多彩なジャンルの演目
部員全員によるギターとマンドリンの合奏
　
ユニークな作品で笑いも
華麗なダンスを披露する修了生
　
南米の民族音楽などを披
露する、第
27回フォルク
ローレ定期コンサートが３
月１日、ノバホール（つくば市吾妻）で行われた。　「
フ
ォルクローレ」は南
　
筑波大学ギターマンドリ
ン部第
35回定期演奏会が２
月
11日、つくばカピオ（つ
くば市吾妻）で行われた。　
演奏会は３部構成で、映
画主題歌のほか、マンドリン専門の曲まで、多彩なジャンルを披露した。演奏方式もマンドリンアンサンブルやギターとマンドリンのデュオなど多様で、指揮者も部員が担当。同演奏会
南米の音楽を奏でる
民族衣装の紹介も
第
27回フォルクローレ定期コンサート
会員の美しいピアノ演奏
で引退となる３年生をはじめ、部員一人ひとりが活躍する舞台となった。　
第３部は部員全員による
合奏で組曲「オペラ座の怪人」などを演奏。
18人で迫
力あるステージを作り上げた。アンコールでは昨年話題となった映画「風立ちぬ」の主題歌「ひこうき雲」を奏で、指揮者の力強いパ
フォーマンスと息の合った音楽に観客から惜しみない拍手が送られた。　
部
長
の加藤あかりさん
（生資４年）は「部員が少なかったが、仕事を分担したおかげで演奏会を無事に終えることができた。多くの方に来場してもらえてうれしい」と安
あんど
堵の表情を見
せた。
ギターマンドリン部第 35回定期演奏会
　
すでに筑波大学に入学
してから
40年近く経ちま
した。でも青春の欠片が筑波のあちこちに落ちています。中央図書館工事のバイトをしました。そのお金でサイクリング用の自転車を買い、筑波付近はもちろん すが野麦峠経由日本海とか四国半周別府経由萩など一人旅をしました。
　
そのまま世界放浪の旅
に出て、先輩方のように外国で研究したくもあったのですが、三井東圧化学に就職しました。当時ピカピカ 立大学から木造平屋もある古い会社で光ディスクの開発チームに入りました。人生の楽しみ方を追及してい多様な方々ばかりで、企業で研究するのも悪くありません。筑波大学出身の方々もさらに加えたチームからＣＤ─Ｒとして市販され、ものすごい数が世界中に売 れました。でもコスト競争にさらされ今はありません。　
フタロシアニン誘導体
が世界で初めてＣＤ─Ｒの光記録膜として実用化される様子を開発現場で黎明期から製品化、終焉
高原茂
千葉大学准教授
さん
まで見ることができました。現在、千葉大学で工学系教員をする支えです。　
このような経験をする
と味をしめてやめられなくなるそうです。自分の造ったものが世界を変えていく……。ウーンたまらない。ところが会社から国の研究プロジェクトに参加し、超微粒子の研究やら超分子科学の海外視察などしているうちに何を勘違いしたのか企業ではできない研究（やってみないとわからない研究＝一から始めるのは会社ではとても難しいです）に転職してしまいました。働く場所を変えると組織や価値観の違いが際立って感じられます。そこで研究室の基本方針
を三つ立てました。その一つが「呪いを解く」 （とらわれているものや狭い価値観から自らを解き放し自分の世界を構築する）です。また、少し面白い自分の世界ぐ いでのんびり たいところですが、さらにそこから導かれる新し こと、それに加えて……とオリジナリティーの連鎖も楽しみましょう。　
学生の頃、まだ第一学
群の西側に広い空地があって、こっそりコスモスの種をまいたら強風の中で咲き誇ってた。ある日、可愛 女の子がその花を摘んで るのを見かけて密かにふふふと。 （夢だった も）　
ではまたどこかでお会
いしましょう。
（昭和
54
年度自然学類卒）
　「平成
25年度筑波大学芸
術専門学群卒業制作展・博士前期課程芸術専攻修了制作展」が２月４日―
23日ま
でつくば美術館（つくば市吾妻）で開催された。芸術学、美術、構成、デザイン専攻の学群生や、芸 学領域群とデザイン学領域群の大学院生らが 生 活の集大成として作り上げた 品を展示し、多くの来場者でにぎわった。　
茗溪会賞を受賞した笹岡
るりさん（平成
25年度芸術
専攻修了）の作品「呼応する記憶」は黒と白の彩度の差をはっきりとさせ、中央の恐竜の骨を印象的に描き出した洋画。骨に腰かけた少年が、自分を構成している物質も昔は 一部だったのかもしれないと遠い昔に思いを馳せ、恐竜と自分とのつながりを意識している姿が描かれている。　
他にも、音と映像を使っ
た作品や等身大 人物彫刻などさまざまな趣向を凝らした作品が展示された。土浦市から来た女性は「どの作品も一生懸命やった成果が出ていて面白い」と話した。
（
20面に関連写真）
美しいメロディーで拍手誘う
「情熱大陸」などを演奏
ピアノ愛好会卒業コンサート
狭い価値観を解き放て
平成 年度卒業ダンス公演
　　人以上がダンス披露
卒業・修了制作展
　
ピアノ愛好会の卒業コン
サートが２月
15日、ノバ
ホール（つくば市吾妻）で開催された。　
コンサートでは、同年度
で引退する卒業生を含む９人がこれまでの成果を披
露。葉加瀬太郎作曲の「情熱大陸」やショパン作曲の「スケルツォ
　
第
２
番
　
変
ロ短調
　
作品
31」などが演
奏され、美しいメロディーが会場に響き渡ると、観衆から大きな拍手が起こった。　
エリック・サティ作曲の
「４つのオジーヴ」を演奏した橘内沙稀さん（平成
25
年度人文学類卒）は「最後のコンサートで満足のいく演奏ができて良かった。これからもピアノを続けていきたい」と笑顔で話した。　
会長の小泉勇人さん（工
シス３年）は「先輩たちの
演奏は素晴らしいものだった。今後は音楽に携わっている方以外も、会場へ足を
　
体育専門学群舞踊研究室
が主催する平成
25年度卒業
ダンス公演が２月
13日、筑
波大学大学会館講堂で行わ
れた。学生や一般市民らでほぼ満席となった観客席からは、ステージ上で演技する学生らに向けて手拍子や
声援が送られ、会場は盛り上がりを見せた。　
公演には、筑波大の体育
専門学群開設の授業「ダン
ス特別実習」の受講生や筑波大のダンス部員など３００人以上が出演。３～
50人のグループごとに、創
作ダンスを披露した。企画や当日の運営・ダンスの振り付けなど ほとんどは、舞踊研究室の専攻生を中心に学生が行った。　「
ダ
ンス特別実習」受講
生の作品「 きてることが辛いなら」では、森山直太朗の同名 楽曲の世界観をダンスで表現。会場 感動に包まれた。一方、修了生作品「ＳＨＩＲＡＳＵ は生シラスを紹介する音声に合わせて４名の修了生がシラスを演じるというユニークな作品で、絶妙な演技が観客の笑い 誘った。　
さらに、昨夏に開催され
た第
26回全日本ダンスフェ
スティバルの創作コンクー
ル部門で文部科学大臣賞を受賞したダンス部作品「からだから」が特別披露された。 「私たちがからだをもっている意味」を問いかけた本作品。圧巻の演技に、会場からは万雷の拍手が送られた。　
ダンス部元部長で本公演
にも出演した水島晃太郎さん（平成
25年度体育専門学
群卒）は公演後、 「出演者や観客など、多くの方から『楽しかった』 『面白かった』という声が聞けてとてもうれしい」と話した。また、卒業ダンス公演について「これだけ大規模な卒業公演を行う大学は珍しい。出演者側も観客側も、ダンスを通し 刺激を受 、人生を豊かにする何かを見つける場になっている」と話した。
25
300
運んでもらうコンサートを開きたい」と語った。
（林
健太郎＝社会学類２年）
米アンデス地方を中心とする民族音楽の形態。同コンサートは筑波大学のフォルクローレ愛好会とフォルクローレ クル南が毎年共同開催してい もので、約３００人の観客が訪れた。　
コンサートでは３
～
９人
で結成した７グループ 演奏。ケーナやチャランゴといった南米独自の楽器で、落ち着いた合奏曲から情熱的な歌の曲まで、多様なジャンルを演 した。　
ま
た
今回は特別企画と
して「南米ファッションショー 」が行われた。１００種類以上あると われるフォルクローレのリズムは、それぞれの民族や村
の伝統に基づいて誕生したものがほとんどで、リズムごとにダンスや衣装が異なる。舞台ではＯＢらによる生演奏にあわせ、華 かな衣装を身に着けたサークル員らが登場 アマゾンのトバ族の狩りの儀式から派生した四拍子の「トバス」や南米の銀山で働かされた黒人奴隷が持ち込んだ伝統的な二拍子「カポラル」など５つのダンスを披露し、観客らは手拍子を ながら南米の多様 リズムを楽しんだ。　
アンコールではフォルク
ローレの代表曲「花祭り」が演奏され、会場は大盛況のうちに幕を閉じた。　
委
員
長の太田萌絵さん
（人文３年）は「何より、出演者も観客も楽しめる舞台となってうれしかった」と笑顔で話した。
（
20面に
関連写真）
　
ロシア語は日本人にはあ
まり馴染みのないキリル文字を用い、語形が多様に変化するため難しい言語と言われる。　
しかし、筑波大学でロシ
ア語の授業を担当する臼山
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「現地で観光」目標
　
国際的な視野をもつ学生の育成を目指す、筑波大学。初修外国語が必修となっ
ている学類の新入生は、入学直後にどの言語を学ぶのかという重要な選択を迫られることになる。授業が開設されている初修外国語のうち、ドイツ語・中国語・ロシア語・スペイン語に焦点を当て、各言語 魅力に迫った。
（鈴木拓也、油布
知夏＝人文学類、 坂本太郎、 新田萌夏、 林健太郎＝社会学類、 添島香苗＝生物学類）
「少人数で丁寧な指導」
　
ヨーロッパの中心に位置
しているドイツは、周辺国からの輸入語も多い。 また、国土が多くの小国家に分断
「慣れれば簡単」
　「
A
d
io
s 」 。このあいさつ
は有名だろう。 「さよなら」の意味のスペイン語だ。他にも、 「
H
o
la 」や「
C
h
ao
」
　「
中
国語は漢字を使うの
で日本人には学びやすい」 。中国語の授業を担当する池田
晋すすむ
助教（人社系）はこ
う話す。漢字 意味 共通しているものが多く、日本人には分かりやすい が特徴だ。　
しかし、発音は日本語と
大きく異なる。中国語は一つひとつの音節 異な ４つの高低アクセント （声調）があり、それぞれ漢字と意味が違う。同じ「ｍａ」という音でも、声調によって「母、麻、馬、
罵ののし
る」と別々
の意味を持つ。授業ではこのような発音の学習を重点的に行っており、発音の練習だけで１カ月近くかかる
漢字の奥深さ知る
　
筑波大学ではほとんどの
学群で英語が必修となっているほか、人文 ・ 文化学群、社会 ・ 国際学群、人間学群、情報学群の知識情報・図書館学類で英語以外の初修外
国語が必修となっている。　
開
設
されている言語は、
ドイツ語・フランス語・スペイン語・ロシア語・中国語・朝鮮語・アラビア語の７つ。平成
25年度の履修者
の割合は、多い順にドイツ語が
30・５％、スペイン語
が
20・
44％、中国語が
20・
4％、フランス語が
19・
03％、ロシア語が５ ・
87％、
朝鮮語が２・
88％、アラビ
ア語が０・
88％となってい
る。　
それぞれの言語で、１年
次を対象に基礎的な科目、２年次を対象に各言 圏の文化を学ぶ応用的な科目を開設。また選択・自由科目として、 以上を対象に精読・作文・会話の科目が開設され いる言語もあ
り、基礎から実践まで外国語をさまざまな角度から学べる。　
国際化が進む
現代社会で、英語に加えて別の言語を学ぶことには大きな意義がある。履修する言語が将来のキャリア 影響することも考えられるため、選択は慎重に行いたい。
英語以外にも言語を
利信教授（人社系）は「個人差もあるが、３年間真剣に学習すれば、卒業論文でロシア語文献を使えるレベルになる」と話す。初修外国語の の履修者は通常１クラス５～
10人程
度。 少人数で授業が行われ、先生から丁寧な指導を受けられるほか、ロシアのネイティブ教員による実践的な会話練習を数多く積めるた
め、 習得がしやすいという。　
またロシア語圏からの留
学生も授業に参加するので、ロシア語圏の社会や文化に関する生きた情報を留学生から直に聞くことができるほか、ロシアでの夏期語学研修にも参加できる。　
ロシア語話者は、旧ソ連
圏を中心に全世界で約３億人。現在、ロシアの急速な経済成長 背景 、ロシア
語の社会的・経済的ニーズが高まっており、ロシア語
されていた時代もあったため方言も多様だ。　
ドイツ語を学ぶ上で初め
の壁となるのは語順の自由度の高さだ。ドイツ語は英語と比べる 文型が定まっていない。基本的には動詞が２番目に位置するというルールしか ため、主語や目的語がどこ あるのか
分かりづらいのだ。　
ドイツ語には接頭語や接
尾辞を付けるだけで、単語の意味が変わるなど語
ごい
彙も
豊富で意味の違いを理解するのが難しい面もあ 。だが、一見自由に見える語順にもドイツ語独自の法則があるため「慣れて まえば簡単に文章を把握できる」
と筑波大学でドイツ語の授業を担当する武井隆道教授（人社系）は語る。単語のつづりが英語と似ているなど共通点も多いため「高校まで 英語の知識で単の意味はある程度推測できる」 （武井教授）という。　
ドイツと日本は先進工業
国として文化や生活面で共通項が多い。例えば▽生真
面目で規則を重んじる性格▽科学や工業の発展に力を入れた社会構造堅実なお金 使い方……など、ドイツ人は日本と似通った価値観や生活スタイルを持っているのだ。ドイツ人の考え方や意識は日本人にとて共感しやす 。「似通った文化を
といったあいさつは、スペイン語の勉強をしていない人でも知っているのではないだろうか。これらのあいさつのように、スペイン語は日本人にとって発音がしやすく、明るい響きをもった言語だ。中南米を中心に
21の国々で公用語として使
用され、５億人に近い人々に使われている。　
スペイン語は日本語と同
じく、子音と母音が交互並ぶことが多いため発音が容易で学びやすいとる。しかし一方で学びにくい点として①動詞の活 変化が複雑②語順が自由……などが挙げられる。語尾変 によって主語 推測できるため、主語の置かれる位置に決まりがなく、構文理解に慣れが必要だ　
筑波大学のスペイン語の
授業ではこれらの点を学生が克服できるよう 、ネイティブの教員による授業や、論理的理解の助けとなる丁寧な文法解説が行わている。例えば、実際に授業で教壇に立つ宮崎和夫准教授（人社系）は、期末テスト 答案を一人ひとり添削し、生徒に返却する ど
授業外でのサポートもしているという。 同准教授は 「スペイン語教員は、２年間で生徒が辞書を使って本を読むことができ、現地 観光できるようにな ことを目標にしている。学べば学ぶほど、面白くなっていくはず」と話す。　
ス
ペ
イン語圏は広大で、
国連の公用語にも指定されている。だが、スペイン語圏は長い間日本人にとって関わり合 が薄かった地域だという。 宮崎准教授は 「だからこそ、自分が率先して新しい世界を切り開く気概のある人にはピッタリな言語だ」と話す。　
決して身近とは言えない
スペイン語だが、２年間の履修を経てまだ見ぬスペイン語の世界に飛び込んでみるのも楽しい ではないだろうか
という。　
また、同助教は「中国語
を学習すると日本語や漢字の知識も増え 」と話す。例えば、中国語の「鳳梨（フォンリィ） 」という単語は「パイナップル」を意味する。一方で日本語の漢字検定１級相当の語句にも、同じ漢字と意味の「鳳梨」があり、中国勉強することで難読漢字を覚えたり、漢字の意味を深く知 ができる。　
同助教は
「中国は広い国。
その分、
中国語も奥が深い」
とも話す。　
例えば方言。中国語の方
言は数が多く、場所によっては「外国語と感じてしまうくらい」異なっているという。授業で学習するのは
知り、類似性を知った上で違いに気づけば、日本文化について客観的に理解することもできる」と武井教授は話す。　
授業もドイツ文化に触れ
ることを重視しており、ネイティブの先生を交えた授業を行う他、ドイツの新聞や短い文学作品を読んだり、広告や看板などの人々の身近にあるも に触れる授業も行われている。また、 筑波大学では 「スタート・ドイツ語（
S
tart 
D
e
u
tsch
） 」など国際的な
ドイツ語の試験を大学構内で受けることもでき 。　
武井教授は「言葉の習得
は音楽やスポーツ 同じ。練習しないと良さは分からない。それを踏まえた上で言語を学び、ドイツ語を自分の学問分野に役立ててほしい」と話した。
を駆使して活躍でき 人材が日本でも求められる。　
北
海
道の稚内からロシ
ア・サハリンま はわずか
43㌔。ロシアは日本にとっ
て身近な国だ。臼山教授「筑波大は日本で最も幅広くロシア語圏の大学と教育研究交流を展開してい 大学の一つであり、
 満足のい
くロシア語教育 受けられる」と話す。筑波大生はぜひこの恵まれた環境でロシア語を学んでほしい。
ドイツ語
スペイン語
中国語
フランス語
ロシア語
朝鮮語
アラビア語
30.5%
20.4%20.4%
19.0%
5.9% 2.9% 0.9%
年度 履修者割合25平成
各言語の特徴
授業で扱うドイツの絵画を広げる武井教授
中国語について語る池田助教
スペイン語について語る宮崎准教授
中国の「共通語」だが「 （第２外国語の範囲にとどまらず、方言や古典など）いろいろな学習ができる、やりがいのある言語」 （同助教）だ。　
漢字を使うという点
で日本語と共通しており、学びやすい中国語――。同助教は「 （日本と密接な関係にあ
る）中国や中国人について自分で考えるきっかけとしてぜひ学んでほしい」と話している。
文化が類似
デザイン＝姉崎信（心理学類２年）
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被災地の写真の展示も
　
今年度より筑波大学大学
院システム情報工学研究科に社会工学専攻が新設されることを記念して「社会工学専攻発足記念シンポジウム」が２月
15日、つくば国
際会議場（つくば市竹園）で行われた。　
シンポジウムでは、元社
会工学系教授の蒲島郁夫熊本県知事の講演や、一橋大学大学院客員教授の土岐大介さんら３人の社会工学類卒業生によるパネルディスカッションが行われ、会場には大学関係者など１５０
辞典の日本語版、中国語版（右）を持つ佐藤教授
?
武田栄華
（アメリカ）
自分自身をとらえ直せた
アメフト観戦時に友人と（中央が武田さん）
ユタ大学
人民日報出版社から
反響大きく中国語版を出版
　
同じ漢字を使っていても、日中韓で意味が全く異なる言葉がある……。こんな
事実を基に佐藤
貢こうえつ
悦
教授（人社系・国際日本研究専攻長）が「日中韓同字異義
小辞典」 （勉誠出版）を２０１０年に出版して約４年。各国での反響は大きく、このほどその中国語版が「人民日報出版社」から出版された。佐藤教授 「日中韓が政治的に対立するこんな時代だからこそ、学術などでの民間交流が盛んになるべきだ」と話している。
（筑波大学新聞編集代表・教授、福原直樹）
　
佐藤教授によると日本語
版の執筆のきっかけは台湾に滞在中の１９８０年。現地である日、 「公衆」電話が中国語で「公用」電話となっているのに気づいた。日本で「公用」とあれば、それは「役人」が使うもの。だが中国語 の「公用」は「誰しも勝手に使っていいもの」の意だった……。そしてその後、調べると日韓の間で、同字異義語が数
多くあることが分かった。　
例
え
ば日本語の「愛人」
は、中国語では正式な婚姻関係に基づ 夫や妻、また韓国語では恋人の意。 一方、日本、韓国語で「発覚」は悪事が明るみ でることだが、中国語では単 「気づく」の意味とな 。　
このほか、
「怪我」や「油
断」
、 「言葉」などは日本語
に独自の熟語で 、韓国語にはない。一方、 「汽車」は現代中国語では「自動車」 の意味で用いられる。日常的な３００語を収めた日本語版は、 「このような辞典は世界で初めてだ」 （人民日報出版社） ど 大きな反響があったという。　
中
国
語版はＡ５版約
２３０㌻。言語学の権威、劉勲寧・明海大学教授が監修した。佐藤教授は近く、日中韓の日常マナーの違いについても出版予定だが、この本も人民日報社で翻訳が検討されている。
佐藤教授の「日中韓同字異義小辞典」
人以上が訪れた。また、蒲島知事とともに熊本県のＰ
Ｒキャラクター 「くまモン」も登場。熊本をモチーフにしたダンスを披露するなど会場を沸かせた。　
社会工学専攻は昨年度ま
であった経営・政策科学専攻など３つの専攻を統合
し、大学院の他専攻に先立ち学位プログラム制＝
　
＝
が導入される。産官学の連携も重視 日本ＩＢＭや鹿島アントラーズから客員教授を招く。　
同専攻では２つの学位プ
ログラムがあり、社会問題を数理的手法で解決する「社会工学」の修士と博士、社会工学をサービス分野で生かす「サービス工学」の修士の学位を取得することができる。　
蒲島知事は「社会工学は
数学をベースにした学問で、応用可能性が高い。社会工学的なアプローチが、より行政に反映されることを期待したい」と話した。　
会場を訪れた他大学の学
生は「学んだことが社会に出てすぐ役立つのは魅力的。 ぜひ入学を検討したい」と笑顔で語った。　
学位プログラム制＝学位
を取得する上 達成すべき目標を事前に定め、教員が
永田学長に取材活動を説明する取材班
警察から感謝状贈呈で
永田学長を表敬訪問
筑波大学新聞取材班
蒲島熊本県知事が講演くまモンが会場を沸かせる社会工学専攻発足記念シンポジウム
　
筑波大学生の防犯意識の
向上を促すジャーナリズム活動が評価され、つくば中央署から感謝状を贈呈された筑波大学新聞取材班が２月、筑波大学の永田恭介学長を表敬訪問した。　
同紙は一般紙が大きく取
り上げない 周辺で起こる犯罪の多さに着目。学生や大学職員のほか、地域への情報提供を行おうと、一昨年から同署やつくば市消防本部、 周
辺の研究機関や地域住民などへの取材を始めた。防犯に関する学生の意識調査のほか、暗い夜道での現場ルポ、つくば市へ 取材を実施した。　
１月に行われた感謝状授
与の経緯や 取材方針を説明された永田学長は「大学だけでなく、さまざまな機関や人に取材している点が素晴らしい。これからも多角的な記事を目指して頑
張ってほしい」と今後の取材活動に期待を寄せた。　
一方、同紙取材班の鈴木
拓也記者は「これからも地域に根ざした取材活動 続けていきたい」と話している。　
筑波大学新聞（発行部数
２万部）は同大学の学生が編集。年７回発行され、学内のほか、つくば市役所など筑波大学周辺で無料配布されている。
　
筑波大学生企画の東日本
大震災復興支援イベント「食と酒
　
東
北
祭り」が３
月
21─
22日に、つくばセン
ター広場（つくば市吾妻）で開催された。岩手、宮
城、福島から
12の酒造が集
まり、従業員が日本酒を販売。東北のご当地グルメの販売や、筑波大の落語研究会の公演なども行われ、訪れた人々は酒とともにイベントや食事を楽しんだ。　
このイベントは、立川哲
之さん（生資３年）が「つくばの人が東北のことを考えるきっかけを作りたい」と企画したもので、昨年に実行委員会を設立。酒造を訪れ、祭りへ 出店を直談判してきた。　「
震
災を風化させてはい
けない」との思いから、会場の中央には、 が被災地を訪れた際 様子を
まとめた写真付きのレポートが展示された。展示を見た来場者の男性は「復興に向け、頑張っている様子が伝わってきた」 話し　
会場で日本酒を販売した
福島県郡山市の「笹の川酒造」代表取締役社長の山口哲司さんは「売り上げが放射能の風評被害で７割落ちた。今も売上は回復しておらず、お客さんに説明しながら販売できる場はありがたい」と語った。　
津波で工場が全壊し、従
業員の多くが被災し という岩手県陸前高田市「酔仙酒造」の顧問の梅原宏さんは「陸前高田と聞 て、涙ながらに日本酒を買ってくれたお客もいた。本当にうれしい」と話した。
講演する蒲島知事とくまモン
来場客に日本酒を販売する酒造社員
　
日本を出発してから７カ
月。ロッキー山脈が見える壮大な景色も、体中の水分が奪われそうになる強い日照りと乾燥も、今や日常となりました。アメリカに着いたばか のころの 自分の周りがまるごと取っかえられてしまったような新鮮さはもはや消化して まったけれども、それでも日々の学びや経験から、自分が今ここにいる社会がど ほど日本とは違うのかと うことに、いつも気付かされ
ています。　
モルモン教の総本山であ
るソルトレイクシティにありながら、リベラルな校風を保つユタ大学で、私は社会学専攻として社会学の授業を中心に履修 います。異国で学ぶ社会学は日本ではあまり取 上げなテーマに溢れていて、留学生活に慣れ親しんだ今でも、文献と講義の中に つも違った新鮮さを見い しています。人種や文化だけ
でなく、社会構造も政治システムも違うこの国をあらゆる視点から眺めてはそれを飲み込んでいく作業が私の学びであり楽しみです。　
先生の話を聞き取ること
に苦労し、生徒のディスカッションは何について話しているのか分からず、文献を読むことだけに数日もかかって、書きたいことも上手く書けな 。最初 ころはそんな苦労の中で、徹夜ばかりしていました それでも学問の面白さに胸は踊り、自分の書いたレポートが評価される度 うれし
い気持ちに浸ることができました。気が付けば最初の学期の評価はオールＡ。努力が実を結び、形あるものとして残ったのだと実感できた時でした。　
日本にいたころは英語で
話す機会がある度にあたふたしていた自分も、今ではなんとかゼミ形式の授業で発言をする程度には成長ています。週末にアメリカ人の友人と食事や遊び 出かけて楽しく会話ができる時に、ふと日本にいたころを思い出し は、感慨深くなってしまいます。新し環境の中で徐々に変化 ていくこと 通 て 自分はまだまだ向上できる 自分にはまだ可能性があるのだと、積極的になれます。出会いや能力 けでなく、いろいろな形で自分自身をもう一度とらえ直す、そん貴重なチャンスを留学で手に入れることができたことが本当に喜ばし です。
（社
会学類３年）それに即した教育を体系的に施すプログラム。従来は個々の教員の専門分野 即した授業がばらばらに行われていた。筑波大では同プログラムを順次増やしていく方針。
自転車・バイク登録制度
未登録自転車
　
ＩＣタグを用いた自転
車・バイク登録制度で、筑波大学は今年度から未登録自転車の強制撤去や迷惑駐輪に対するメールでの警告などを始める。　
学生生活課によると、４
月下旬ごろから学生 アバイトを雇い、未登録自転
撤去開始へ
車の撤去を始める。一方、点字ブロックや通路上に駐輪された自転車の持ち主にはメールで警告。改善されない場合は、口頭で注意する。これまでは問題自転車に対して ステッカーを張り付け注意を促すだけだった。同登録制度 、迷惑駐輪や放置自転車をなく ために昨年
10月に導入。ＩＣ
タグを用いた登録制度は全国初の試み。
「引退」制度はなく、大学院生も多く在籍。年度の途中から入ってくる部員も多い。会長を務める田村愼さん（心理４年）
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ドキュメンタリー映画製作
　
放課後の教室から漏れ
る、アコースティックギターの温かな旋律。そこだけタイムスリップしたかのような どこか懐かしい空気が漂う。その空間を紡ぎ出すのは 弾き語りクラブ「アンプラグド」の部員たち 。　「電気プラグを抜いた」を意味する言葉「アン
プラグド」 。そのサークル名の通り、彼らはエレキギターや電子ピアノなどの電子楽器を使わず、アコー ス
　
筑波大学春日エリア周辺
の街灯が整備されていない
　
種子島宇宙センター（鹿児島県）で２月
28日未明、筑波大学発の超小型人工衛
星「結
ゆい
」の打ち上げが成功した。しかし、打ち上げの約１００分後から開発チー
ムが受信するはずの「結」の電波が、１日になってもまだ届かないままだ。 「結」はきっと生きている――。現在、プロジェクトチームが懸命の復旧作業を行っている。
（井口彩＝社会学類２年）
　「
結
」は２０１１年、筑
波大システム情報系が設けた学生中心のプロジェクトチームが開発。宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）のロケットに相乗りし、では地球を周回しながら衛星内部の温度などを地上に送信する予定だった。開発のほぼ全ての行程に学生が携わり、試行錯誤を繰り返しながら製作し きた けに期待は大きかった。　
しかし、打ち上げ後、地
上へ届く予定だった電波を筑波大の無線機 どで受できず、この状況は４月１日まで続いている。プロジェクトチームによると、地球を周回していることは確認できているが、受信は成功しないままだ。　
同チームによると、トラ
ブルの原因は「結」の無線機や電源回路の不具合の可能性があるという。現在、同チームは「結」にバックアップの 器を使うことを求める信号を送るなど、さまざまな対策を進めてい
ティックギター一本だけで音楽を奏でる。　
活動は週２回。放課後
の教室 、部員は持参の楽譜ファイルと向き合いながら思い思いにギターを鳴らし、歌を歌う。時には部員同士で感想を言い合って技術向上を目指す。
アンプラグド 「いわきの声を人々に」
る。プロジェクトの責任者である亀田敏弘准教授（シス情系）は「 『結』が生きている可能性は残されている。まだ諦め 訳にはいかない」と話した。メンバーの懸命な作業は続く。　　　　　
◆
　
筑波大の３Ａ棟では２月28日の「結」打ち上げと同
時刻にパブリックビューイングが行われ、深夜２時からの開催にも関わらず
81人
が参加した。打ち上げ前には開発メ バー よる 「結」の構造の説明が行われたほか、種子島にいる 発メンバーと中継を行い現地の様子も報告された。　
打ち上げ時刻の
30秒前か
らカウントダウンが行われ、来場者全員がかたず飲んで打ち上げを見守った。無事ロケットが打ち上げられると から熱い拍手が沸き起こった。会場を訪れ 学生は「身近で衛星開発が行われていたことに驚いた。発射の瞬間は鳥肌が立った」と話した。
筑波大学創造的復興プロジェクト
映画を作成したメンバー
ギター一本で音楽と向きあう
開発チーム
 復旧作業続ける
電源回路の不具合が原因
？
路上で今年に入り、深夜のひったくりや路上強盗事件
街灯ない道で相次ぐ
が相次いで起こっていることがつくば中央署への取材
で分かった。人気のない道で自転車やバイクで背後か
ら近づき、押し倒したりしてかばんなどを盗む手口が多い。筑波大学周辺の暗い路上ではわいせつ事件も多発しており、街灯の設置を求める声が筑波大生などから相次いでいた。　
同署への取材によると一
連の事件は今年に入り５件発生。つくば駅から帰宅する女性を狙ったものが多い。また、若い男による犯行が多く、二人組や三人組での犯行もあるという。　
３月に入ってからは
22日
午後
11時
30分ごろ、つくば
市下広岡 帰宅途中の男子大学生が前から来た三人組の男から暴行を受け、現金二千円と自転車の前かごに
あったかばんを取られた。また、その約
30分後の
23日
未明、つくば市春日３丁目で自転車で帰宅途中の女性（
39）が背後から近づいて
きた二人組の男に押され、転倒。現金やカード類が入ったかばんを盗まれ 。二人組のうち一 は身長約１７０㌢、紺色のパー ーにベージュのズボン姿だったという。　
同
署
は「帰宅する人は、
歩きながらスマートフォンを使ったり、音楽を聞いている人が多い。その場合、注意が散まんになり、被害を招きやすい」と注意を呼びかけている。
（街灯問題
取材班）
　
芸術を通じて東日本大震
災の復興支援や被災地のコミュニティー再生を目指す「筑波大学創造的復興プロジェクト」製作のドキュメ
上＝「結」からの電波受信を試みるメンバー
ひったくりや路上強盗
　
ライブは月に１回程度
で、他の音楽サークルと合同ライブを行うこともある。部員は各自の都合に合わせて練習に励む。
は、 「活動の自由度の高さが大きな特長」 と話す。　
練習するのは次回のラ
イブで演奏する曲が主で、曲目は各自が自由に選ぶ。ギター初心者の部員も多いが、先輩 丁寧に指導。部員同士でセッションを行うこともある。仲は良く、和気あいあいと活動している　
曲のジャンルや演奏形
態にも縛りはない。大西佑汰さん（物理４年）の譜面ファイルには、大量のフォークソングが並ぶ。ギタ の技術と伸びやかな歌声は出色だ。 「弾き語りの魅力は、ギター一本があれば自分の好きなように表現できること。音楽と正面 ら向き合える」と話す。　
一方、上元晃さん（工
シス４年）は、ドラムやベース・メロディーといったバンドの音を 一本のギタ で再現するジャンルに情熱を注ぐ。「一人で全部表現できるのがいい。難しいが、出来たときは達成感がある」と語る。奏でる音楽は違っても、ギターを愛する心は部員の共通項だ。　
エレキギターやエレキ
ベースをかき鳴らす姿は、確かに派手で格好良い。 だが、 アコースティックギターにはエレキにない素朴な味わいがある。必要なの 一本のギターと音楽への情熱だけ。一人ひ りの心にギターは優しい旋律で応えてくれる。
（添島香苗＝
生物学類２年）
ンタリー映画「いわきノート」が２月
21日、大学会館
ホールで上映された。　
映画は震災の被災地、福
島県いわき市 舞台。若者
から老人、会社員や事業経営者、農家、漁師などさまざまな立場の 々の想い気持ちを中心に取り上げた。制作では
11人の学生
が現地で取材。撮影時間は延べ
90時間以上にも及ん
だ。その際、震災当時の状況や震災 人々の生活に与えた影響などについて現地の人々と意見を交換した。　
東京都から来た会社員の
男性は「報道ではあまり注目されない被災者の気持ちが取り上げられた映画で、たくさんのことを学ぶいい機会となった」と語った。　
また、同プロジェクトに
参加した三藤紫乃 ん（国総３年）は「いわき市 人たちの素直な声を聞くことができて良かっ 。少しでも多くの人にいわきのこと、震災 ことを知 てほしい」と話し 。　
同プロジェクトでは過去
春日エリア周辺
　
平成
25年度筑波大学卒業
式及び筑波大学大学院学位授与式が、３月
25日に
大学会館講堂で行われた。２２３３人の学群生、
18人
の理療科教員養成施設２００３人の大学院生が卒業、修了を迎えた。当日は青空の下、スーツや振袖に身を包んだ卒業生や保護者が訪れ、会場は満席となった。　
式には昨年のＮＨＫ紅白
歌合戦に出場した歌手、クリス・ハートさんらが筑波
大のメッセージソング「ＩＭＡＧＩＮＥ
　
ＴＨＥ
　
Ｆ
ＵＴＵＲＥ〜未来を想え」を熱唱し、 門出を祝福した。　
式の後は大学会館前の広
場で在学生が卒業生らの門出を祝った。 卒業生らは 「親元を離れ最初は不安だったが、たくさんの友達に恵まれ最高の４年間を送れた」「就職し、また新しい生活が始まる 社会に出ても自分らしく過ごせるようにがんばりたい」 「学んできたことを生か 、世界で活躍できるような人になりたい」と満面の笑みを浮かべながら、思いを語っ 。（
20面に関連写真）
にも震災後に学生が被災地を訪れて「芋煮会」などを催し、地域のコミュニティーの再生と活性化に努めていた。
　
映画は２月
16日にいわき
市、３月２日に東京都渋谷区、３月
11日につくば市で
も上映会が開かれ、各地で反響 呼んでいる。
平成
25年度卒業式
４２５４人が
巣立つ
下＝打ち上げを見つめるパブリックビューイングの来場者
デザイン＝姉崎信（心理学類２年）
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マネキンに救命用の浮きを装着する選手
ライフセービング プール競技選手権
15 面へ
全身を使って表現する公演者
卒業・修了記念式典
16 面へ
袴に身を包み学位記を受け取る卒業生
フォルクローレ定期コンサート
19 面へ
作品に見入る来場者
卒業・修了制作展
次号は５月
19日（月）発行予定です
16 面へ
　
春は引っ越しシーズンで
す。大学での一人暮らしを前に、実家にある思い出の品を捨てるか悩んだ新入生も多いのではない しょうか▼大学新聞編集室も今春、耐震工事に伴って引っ越しとなりました。移動前の準備では、棚の奥底から発掘した「思い出ボックス」と書かれた謎の段ボール箱の処遇に困り果てながらも、何とか引っ越しを終えることができました。思
い出が染み込んだ編集室から、ピカピカの新編集室へ……環境は様変わりです▼ただ、引っ越し時期は、この新聞の編集期間の直前。新聞の作成作業に追われる身では、とても荷物整理どころではなく、部屋には段ボール箱や書類が散らばてしまっています。４月からは新入生も来るのに これは一大事。新聞発行 達成感に浸る暇もなく、 入部員獲得のため、編集室の掃除にまい進す か さそうです。
（編集長・平嶋
健人＝社会学類３年）
　
２月
28日午前３時
37分。鹿児島県の
種子島宇宙センターから、１機のロケットが発射した。ロケットに搭載された衛星の一つに、筑波大学のプロジェクトチームが製作した超小型衛星がある。その名は「
結ゆい
」 。宇宙のはる
か彼方へと消えていくその姿を、じっと見つめた。　「
結
」は、１辺約
10㌢の立方体で、
全力で製作
「最後まで諦めたくない」
「結」プロジェクトメンバー
嶋津龍弥 さん（構エネ２年）
重さは１・２㌔。企画から製作、打ち上げ後の電波受信まで、ほぼ全ての過程を学生が行う。宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の人工衛星に相乗りし、打ち上げから約
37分後に
宇宙で分離した後、衛星内部 温度などを地球に送信する。　
幼いころから宇宙にあこがれを持
ち、天体観測をしてい 。宇宙への
関心を深めるにつれ、高校生のころから漠然と「ロケットを作りたい」と考え始めた。筑波大の工学システム学類に入学すると、工学専攻の有志がロケットの開発など 行う「筑波宇宙技術プロジェクト（ＳＴＥＰ） 」に参加。２年生になると、次第にロケットから人工衛星の製作へと興味が移り始めていたが、ＳＴＥＰで人工衛星を開発できる資金を調達するのは難しい その悩みの中、 ３ 時に出会っ のが、ＳＴＥＰの先輩に紹介された「結」プロジェクトだっ 。　
宇
宙
間の衛星の温度変化を予測し、
衛星の温度や表面 設計などを決定する熱構造関係の作業や、衛星が地球を周回する際 振動、衝撃 耐えられるのか評価するテス （宇宙環境試験）に携わってきた。特に苦労したのが後者。地球を周回 衛星が耐えなければならない温度はセ氏マイナス
40度から
40度と幅広い。また振動・衝
撃試験では、衛星が受ける衝撃の大き
さや回数を衛星が壊れないよう調整しながら正確に与える必要がある。メンバーと交代しながら、時には泊まりこみでテストを続けた。 「少しの誤差が大きな失敗につながる 途中でトラブルが起きる度、テストの責任者と て対処するのが大変だった」と言う。　
チームの最上級生として、メンバー
を取りまとめ も役目 。プロジェクトが発足した当初は２人しかいかったメンバーも、 「結」の知名度が上がるにつれて増え 現在は約
20人の
学生が参加する。ただ人工衛星を作りたいという思いだけで参加したプロジェクトだったが、メンバーと試行錯誤を繰り返す中で、衛星の製作以外にも重要なことがあることを学んだ。 「大きなものは一人の力だけで作 ことはできない。目標を達成す めにはどのようにチーム 動かすべき 考えのは楽しく、やりがいのあることだった」 。　「
結
」は２月
28日以降地球を周回し
ているが、まだ地上でのデータ受信に成功していない。現在、プロジェクトチームのある総合研究棟Ｂの一室では、チームのメンバーがごく微量の電波をとらえる特殊な受信機を使 懸命 受信作業を続けている。 「結」の状況はまだ分からないが、 「自分がこれまで努力してきた成果として何か残せ よう、受信作業はこれからも続けていく」 。全力 製作に取り組んだからこそ、最後まであきらめたくない思いがある。一方で、早くも「結」の後継機の開発が計画されている。「他大学の衛星開発チームなど、 『結』を通じたつながりを生かした 」と、人工衛星開発の道はこれからも続く。　
大
学
院では、 「宇宙以外のことに対し
ても視野を広げたい」と、スポンジなどの「発泡材料」を研究している。 「 『結』プロジェクトを して皆でものを作り、完成させる喜び 知った。人の役に立つにはどうすればよいか、結果だけではく過程を大切にする気持ちを持ち続けたい」 。
（井口彩＝社会学類２年）
「結」の開発室でほほえむ嶋津さん
?? ?
・
